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中国（台州、上海）訪問記 

藤田 和夫 

１．はじめに 

技術士会、海外活動支援委員会に中国の台州

市より技術交流の打合せのため招聘書が届き各

専門分野の代表が 2 泊 3 日の日程で参加するこ

とになった。 

台州市での 2 日間は台州市政府の表敬訪問、

相互協力覚書の交換、日本技術士会の紹介、民

間企業交流会、技術相談会等が開催された。 

会議では台州市の人材政策及び開発製品、企

業の紹介と表彰、大学の紹介、銀行の投資政策

の説明紹介があった。 

訪問した自動車部品工場（従業員約 300 人）

では日本企業の技術指導の成果もあり、整理・

整頓・清潔（3S）が行われていた。平均年齢 30

歳の工場は、製品の開発、販売意欲は旺盛で日

本の技術援助を求めていた。下記に台州市と上

海市の訪問概要を紹介する。 

 

２．台州市 

台州市は中華人民共和国浙江省に位置する地

級市です。浙江省の東部、東シナ海に面した工

業都市である。上海よりバスで約 6 時間を要す

る。（新幹線だと約 3 時間） 

西漢（紀元前 85 年）に県が置かれ、唐時代に

（621 年）に海州となり、翌年(622 年)に台州と

改称する。第二次世界大戦後の 1994 年に台州市

となる。台州の総人国は約 550 万人である。 

 

図 1 浙江省行政区と台州市の所在地 

３．上海市（Shanghai） 

私は中国の北京と貴州に在住の友人が台州技

術交流会に参加するとの連絡を受け、上海で 1

日親交を深めるため余分に 1 日延長滞在した。 

上海は 15 年前に訪問して以来で、高層ビルが

林立し夜間のイルミネションは鮮やかな中国発

展の現状が理解できた。上海市の地下鉄は朝夕

のラッシュは15年前の日本の経済成長と同じく

駅構内は及び車内は人が溢れる状態で街も活気

があった。 

上海の概要は北京の友人、張さん及び TV、雑

誌等の紹介では以下の通りである。 

(1)  中華人民共和国の直轄市で中国最大の都市

である。世界有数の世界都市で商業・金融・

工業・交通などの中心の一つである。ビジ

ネス・人材・文化・政治などを対象とした

総合的な世界都市ランキングにおいて世界

18 位であり、特にビジネス分野において世

界市場で高評価を得ている。 

(2)  2012 年 6 月時点の常住人口は 2,400 万人、

市内総生産は約 45 兆円で、首都の北京市を

凌ぎ中国最大である。 

(3)  年間平均気温は 17.1℃、1 月の平均気温は

4.8℃と鹿児島県と同緯度の割には寒冷で、

曇りの日が多い。11 月は 15℃前後であるが

訪問日の上海訪問時は 3～5℃と寒くシベリ

アからの寒気団が到来したための異常な低

温現象と言っていた。 

(4)  高齢化と少子化問題は、市政府にとって大

きな課題となっている。 

(5)  上海は男性が平均寿命 80 歳、女性が平均寿

命 84 歳（2012 年末）の高齢化社会となって

いる。国は人口問題で農村と地方都市の人

は大都市への移住制限や戸籍政策で人口の

抑制を図っている。しかし、大都市の戸籍

を持つ人には様々な特権があり、教育均等

に対する差別化が現存している。 

(6)  中国人一人あたりの電力消費量は、アメリ

カ人の 13 分の１、日本人の 8 分の１と言わ

れている。中国の場合、都市部と農村部に

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E7%B4%9A%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E7%B4%9A%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%94%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
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発展に大きな開きがある。 

(7)  人々の生活環境が改善され、エアコンが増

えているが、省エネ対応のインバーター式

エアコンは普及していない。電力不足で海

外より発電機の輸入を図っているが、年 10

～20%の電力増加に追いつかない状態とな

っている。 

(8)  上海博物館（民族、歴史）を訪問した。中

国 4,000 年の歴史の遺産展示があり、12 万

点の展示品は関心のある春秋、戦国、秦、

漢、宋、隋、唐時代の歴史資料を中心に見

学した。入館料は無料であった。発掘調査

の推進、遺産保管は国家が十分に管理して

いると言う。 

 

４．所感 

中国の発展はどこから来ているか？いつも疑

問があったが現地訪問で少し様子が分った。 

企業活動は政府、企業が共同政策で安価な人

件費で利益中心の生産、販売を推奨しているよ

うに思える。 

台州市人民政府や企業の責任者の面談では、

ビジネスチャンスと金儲けの話題が多い。自己

資金があるから、自社の分析（例えば SWOT 分

析）なしで金儲けの話が優先する相談が多いよ

うに思える。技術は社外から無料で導入し、ノ

ウハウ・特許・安全・リスク等は軽視し、早期

の事業開発決断で短期に資本回収する成功事例

の話が多い。 

新規事業は自ら開発することよりも、第三者

からの提案受け入れた思い付きの発想が多いよ

うに思える。依頼者から十分な調査・企画、課

題・対策・将来展望も聞けずに日中共同開発が

先行する。 

 

写真 1 浦東河岸からの高層ビル群の眺め（中央は東方明珠テレビ塔 ） 

今後も日本と中国が友好に技術協力を行うに

は、双方の信頼関係と国際協力が必要であり、

相互の交流を図ることで問題の解決を進めたい

と考えている。 

 

写真 2 企業訪問（自動車部品工場、研究開発部門で

の技術開発交流 

 

写真 3 台州市の国際会議場、後方には高層ビルの住

宅群が林立する。 

 

写真 4 新疆省ウイグル自治区の民族店での衣装（上

海市最大の繁華街『南京路』にて） 

 

 

藤田 和夫（ふじた かずお） 

技術士（電気部門） 

 

 

株式会社岩崎・東京支店 

顧問 

e-mail：fujita3250@nifty.com 
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JICA 関連業務の経験実績の紹介 

藤田 和夫 

 

1． 海外業務 

1.1 海外業務（民間）の動機 

私が海外業務に携わることになった動機は 

表 1 に示すとおりである。 

表 1 海外業務実施の動機 

動機 内容 

自分の経験

を生かす 

 今まで培った自分の能力を海外で役

立てたい。 

 自分の経験やスキルを国際社会に役

立てたい。 

 未知の世界への興味と挑戦を試みた

い。 

キャリアと

経験を得る 

 自分のキャリアアップのため外国人

同僚と一緒に仕事を進め必要な知識、

経験を身につけたい 

 国際的な視点で、世界中のビジネスパ

ーソンと交流したい。 

多様な価値

に触れる 

 価値観の違いに触れ、視野の拡大を図

りたい。 

 多様な文化や価値観を持つ人と社会

の中で生活し、自らの価値観や考え方

を広げたい。 

自分の成長

に繋げる 

 自分の理想の姿として世界に通用す

る人物になりたい。 

 自分のマインドとスキルが全く異な

る環境でも通じることを確認したい。 

その他 

 自分の裁量で即断できる環境への適

合を求める。 

 最新技術の仕事の興味、日本に限定し

ないビジネスの希望、実力主義への適

応に触れる。 

 日本以外での仕事を経験することで、

今の仕事の良い点悪い点を見つめ直

す良い機会を得る。 

 

1.2 海外業務実施の手順 

海外業務の実施手順としては、以下の通りで

ある。 

(1)  フィジビリティスタディ 

(2)  設計及び入札書類の作成 

(3)  入札監理 

(4)  施工監理 

(5)  運転指導・トレーニング 

 

1.3 海外業務の概要 

私は携わってきた海外業務として、主に化学

プラント装置の電気計装機器設計・システムの

開発、調達、検査、施工、試運転指導を約 30 年

間に亘り海外業務を展開した。 

 

1.4 業務契約での留意・特記事項 

海外業務に携わった際に感じたことを表 2 の

通りである。 

表 2 海外業務の実施における所感 

項目 海外業務の所感 

勤務意識 

の改革 

 海外では能率や仕事のパフォーマンス

に重点がおかれる。（時間をかけると人

は能力がないと見られる傾向にある） 

 欧州では家族が仕事よりも優先され、家

族のために働く。（週末は家族を大切に

する人が昇進する傾向にある。） 

 自分の知らない他の世界を見ることも、

俯瞰力を養う訓練となる。 

業務意識 

 業務に対し自信とプライドを持って取

組む人が多い。 

 仕事は自分のために行い、自己の社会的

な価値を上げる必要な知識や経験につ

いては積極的に取組む姿勢がある。 

現地教育 

 基本は自己学習、企業でも自己啓発の学

習を支援している。 

 仕事で失敗した際、当人のプライドを傷

つけず思いやる。（失敗した原因と対策

は上司と共有し、業務遂行を容易とす

る） 

コミュニュ

ケーション 

 自分の考えが相手に理解されているか

不明。（重要事項は再度反復したか確認

が必要である。） 

 言語、仕事、商慣習等が異なるので、そ

れを理解し行動をする。 

 報告書を書く、関連法規は読みこなす、

会議等で発言する度胸を養う。 

 ・外人 Engineer は presentation が上手で

ある。（技術内容説明は日本人が論理的） 

オフィス 

環境 

 米国のオフィスは、キュービックになっ

ており、個々のスペースが広くオフィス

環境が良い。また、定時退社が原則とな

っている。 

 

(1)  民間業務(project)は受注から完成まで長期
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に亘り、幅広い業務（調査、設計、調達、

施工、検査、試運転）に携わることができ

た。海外の Contractor, Vendor 等の人的資源

が財産となった。 

(2)  日本では契約書に基づいた厳密な運用、判

断、行動が少ない。特に、契約上の海外規

格（IEC、BS、NF、VDE、NEC、NEMA他）

で機材の設計・調達先が限定される。契約

書は内容を理解・実行することが重要とな

る。 

(3)  海外の電気機材はメーカ標準品を採用すれ

ば、日本より 20～30％程度割安であった。

特殊仕様はできるだけ避け、性能、品質等

の信頼あるメーカの採用に努めた。 

 

2． ICA シニアボランティア活動の概要 

2.1 シニア海外ボランティアの動機 

(1)  開発途上国の人々とともに、自分の持って

いる技術や経験を活かし、開発途上地域の

経済及び社会の発展及び国際協力の促進に

寄与したい。 

(2)  未知の世界での自然環境に触れ、現地での

生活、習慣、文化等の体験を得たい。 

 

2.1 主な業務内容 

(1)  指導科目：電力管理（エネルギー省/フィジ

電力公社） 

(2)  業務概要：電力管理アドバイザー（電力公

社、大口需要家、学校等の公共機関） 

 

2.3 課題 

(1)  実際に現地を訪れると相手国の要請書と現

地での要請内容が異なっていた。 

(2)  カウントパートとコミュニュケーションが

不十分で業務が滞る場合がある。 

(3)  事業活動に大きな予算を伴う機材の要求が

相手国から要請がある。 

 

2.4 対応 

(1)  要請内容が異なる問題は自ら問題となって

いる状況を調査・把握し援助国が何を求め

ているか。 

(2)  話し合いのもとに共同して問題解決に当た

ることが重要である。現地でうまく行って

いる経験やノウハウを掘り起こし、日本の

技術、知識、経験の融合を図るようにした。 

(3)  相手に頼られる時に期待に応えるのは自分

意外にない。自分の知識、経験を適正に伝

えるのは語学力である。日常、新聞、ラジ

オ、TV で予備知識・洞察力を身につけ語学

力の向上を図った。なお、重要な事項、正

確さを要する複雑な事項はメモやレポート

で伝授した。 

(4)  事業活動に伴う大きな予算は政府間交渉で

ODA 扱いとするよう相手国に理解を得る。

SV 活動は自助努力の促進が基本であるの

で、現地に適した技術伝承の工夫を行った。 

 

3 JICA シニアボランティア活動の意義と成果 

私は電気工学分野の業務を38年間にわたり携

わってきた経験と人生の総仕上げのため、JICA

シニアボランティアとして海外で活躍した案件

は写真 1～4 に示すとおりである。 

また、JICA シニアボランティ活動に携わって

体験した意義と成果は表 3 の通りである。 

特に、シニアボランティア活動で特記すべき

事項は以下の通りである。 

治安、衛生は事前に考察、注意すれば、比較

的安全に保たれ暮らせるとの実感を得た。 

(1)  FEA ではキャパシテイビルデング、ワクシ

ョップ、ドナー会議に参加し友好を深める

ことが出来た。 

 
写真 1 エネルギー省（DOE）での省エネ標準化会議 
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(2)  2 年間の SV 活動は今迄の life style（生活、

習慣）を激変させた。日本での生活の約 10

倍圧縮した体験（未体験、余暇活動、他国

訪問、他）を得、充実した生活を送ったと

感じている。 

(3)  フジィ人は純朴、陽気、明るく楽天的で日

本人に好意的であった。 

 

写真 2 南太平洋応用地球科学委員会(SOPAC)での省エ

ネ会議（3 泊 4 日の合宿生活で友好を深めた） 

 

 

写真 3 フィジー電力公社（FEA）での風力発電の建設 

 

 

写真 4 南太平洋大学（UPS）での省エネのセミナー 

 

 

表 3 JICA シニアボランティ活動の意義と成果 

項目 活動の意義と成果 

省エネルギー活動 

（Demand Side 

Management） 

官公庁、空港、学校、教育省、職業

訓練所、民間等の約 15 社の Audit

契約や需要家の技術 Advice や提案

ができた。 

現地教育活動 

通信衛星を使用した JICA-NET で省

エネセンターと「先駆的な日本の省

エネルギー」のセミナーを開催し、

日本の省エネ活動を紹介し現地に

インパクトを与えた。 

南太平洋諸国との

技術交流 

DOE(エネルギー省)、SOPAC(南太平

洋応用地球科学委員会)、USP（南太

平洋大学）等のエネルギー関連団体

とも南太平洋諸国との省エネ会議

で省エネに関して協力体制が確立

した。 

語学力の向上 

派遣先の電力公社（FEA)から選任教

師による語学（英語）研修、学校、

Stakeholder 等の Presentation を通じ

語学力の研鑽と向上を図った。 

主体性と実行力 

配属先（FEA)の技術・能力の向上の

ために創意工夫し、真摯に仕事に主

体的に取組んだ。計画、依頼事項を

実行することにより日本に対する

理解度や印象を大きく向上させ信

頼感を得たと思う。 

 

4．JICA コンサルタント業務 

技術コンサルタントの業務で問題分析から解

決策に至るプロセスは次の通りです。 

①問題 ⇒ ②内容明確化・調査 ⇒ ③分析 ⇒ 

④解決選択肢の検討⇒ ⑤評価⇒ ⑥判断・選

定 ⇒ ⑦解決策の提案・改善 

 

4.1 技術コンサルタント 

(1)  建設、電気、機械、環境、IT 分野などの技

術方面で一定の内容について相談、助言、

指導、調査、提案を行う職能のある専門家、

もしくは専門家の集合体（法人）である。 

(2)  技術分野での技術のニーズを発掘し、技術

課題を解決することである。 

 

4.2．建設関連のコンサルタント 

(1)  技術士、建築士、不動産鑑定士、あるいは

会計等の国家資格、民間資格である再開発

コーディネータ等を有する場合が多い。 
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4.3．主な業務内容 

(1)  顧客に対する技術支援、助言、技術の予測・

評価 

(2)  技術及び経営相談：技術移転、関連ノウハ

ウの提供、生産システムの改善 

(3)  新技術・新製品などの技術開発指導：企業

化、用途開発の支援 

(4)  技術近代化・生産性向上指導：省力化、省

エネルギー、先端技術導入 

(5)  環境保全、ISO など取得支援 

(6)  地域開発・産業振興事業の技術支援 

(7)  保守監理、メンテナンス関連業務 

(8)  技術に関する能力評価、鑑定評価、各種公

共施設、設備にかかる技術鑑定 

(9)  安全・防災に配慮した技術の立案や適正指

導 

(10)  計画・設計・管理：工場、施設および設備

等の計画・設計など 

(11)  技術講演・講習：新技術紹介、解説、指導

教育 

 

4.4 JICA コンサルタント業務の公示案件の受

注ポイント 

(1)  個人の場合（JICA ボランティア、企画調査

員、マネージメント系専門家） 

① 個人で JICA専門家の職は PARTNERに掲

載される「公示案件」あるいは「公募案

件」に応募する。 

② JICA専門家は高度な専門性や能力が求め

られる。従って豊富な類似業務経験や（約

3～20 年の業務経験を必要）、語学力を含

む高いコミュニケーション能力が要求さ

れる。 

③ 個人を発注対象とした業務実施契約（単

独型）案件や「補強」の形で業務実施契

約案件のチームに参画が可能である。 

④ 契約終了時には、次の仕事へ就く保証が

ない。「職」としては不安定になることに

留意する。 

(2)  団体、会社を通じての場合（調査団員、ス

ぺシャリスト系専門家） 

① 個人で公示案件や公募案件に応募するの

ではなく、各団体、会社などに所属して

JICA 専門家として派遣される。 

② JICA専門家として働くことができる人材

を抱える企業の一つとして「開発コンサ

ルティング企業」がある。 

③ 必要とされる技術や経験、専門性によっ

ては、省庁、自治体、大学、各種法人、

一般企業の人材が JICA 専門家として派

遣される事例が多い。 

④ 自身で所属先において、海外業務の機会

が得られるかどうか確認する。 

 

4.5 JICA 公示案件の特徴 

(1)  案件の選定は、企画競争（プロポーザル方

式）又は競争入札（総合評価落札方式）を

採用し競争入札のため応募が多い希望案件

の獲得は厳しい。 

(2)  案件内容はインフラ整備、環境・気候変動、

教育、医療、食料、資源など広範囲でグロ

ーバルな問題を解決する事項が多い。 

(3)  JICA の ODA事業を通じて蓄積した海外の

現地情報や豊富なネットワークを活用し、

海外展開が図れる。 

 

4.6 公示案件の受注ポイント 

コンサルタント業務に対するプロポーザル方

式のおける評価ポイントの配転は表 4 に示すと

おりである。なお、案件の種類によって多少配

点比率が変わる。 

 

表 4 評価項目に対する配点(例) 

評価項目 配点 具体的に評価する基準(例) 

コンサルタント 

等の経験・能力 
20 

(1)類似業務経験、 

(2)バックアップ体制 

業務実施方針 20 

(1)業務指示書理解、(2)業務

方針的確度、(3)業務方法、

作業計画、業務方針との整

合性 

業務主任者の 

経験・能力 
40 

 

① 類似業務の経

験 
(16) 

援助関連知識、援助現場や

援助機関での蓄積知識・経

験 
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② 対象国又は近

隣地域での業

務経験 

(4) 

経歴書(CV)の分析 

③ 語学力 (6) 
業務遂行に問題ない程度の

語学力(英語)を有す。 

④ 業務主任者と

しての経験及

び評価 

(8) 

経歴書(CV)の分析 

⑤ その他、学位・

資格等 
(6) 

業務に関連する学位、資格

（技術士資格は特に有効） 

業務従事者の 

経験・能力 
20 

 

① 類似業務の経

験 
(10) 

援助関連知識、援助現場や

援助機関での蓄積知識・経

験 

② 対象国又は近

隣地域での業

務経験 

(2) 

経歴書(CV)の分析 

③ 語学力 （4） 
業務遂行に問題ない程度の

語学力(英語)を有す。 

④ その他、学位・

資格等 

（4） 業務に関連する学位、資格

（技術士資格は特に有効） 

総合評点 100  

注１．類似業務の経験：案件の特色で Project の方針、

内容等の記載方法を変更する. 

注 2．評価対象業務従事者経歴書（CV)は使い回しが可

能であるが案件に応じ更新する。 

 

4.7 受注後の活動ポイント 

コンサルタント業務を受注した後の活動の流

れの事例は、図 1 に示すとおりである。 

ボリビア政府

開発企画省

実施機関
(大学/空港公団)

財務省

炭化水素・エネ
ルギー省

日本大使館

JICA Bolivia

協議

委員会

外務省交換公文
(E/N)

日本国
政府

JICA

贈与契約
(G/A)

実施監理

調達契約

調達者

設計・監理・技術援助
コンサルタント

詳細設計契約
監理

技術援助

調達代理人

作業部会

監理

＜現地の訪問先＞
・開発企画省
・財務省
・炭化水素・エネルギー省
・電力公社（DELAPAS)
・電力公社（CRE)

・AE:電力規制局

・大学（UMSA)

・空港公団（AASANA)
・CA(調達代理人）

・工事・輸送業者

・Bolivia日本大使館  

図 1 受注後における活動の流れの事例 

 

4.8 現地派遣調査の調査項目（例） 

業務指示書の業務背景・目的及び業務範囲、

業務内容を理解する。 

(1)  国内事前準備(情報収集） 

① 関連資料を整備、解析し全体像を把握し、

調査項目、作業計画を策定する。 

② インセプションレポート、質問表、協力

準備調査報告書作成表を作成する。 

(2)  現地派遣調査例（第一次、第二次、第三次） 

表 5 に示すように、第 1 次、第 2 次、第 3

次の現地派遣調査を順次行う。 

(3)  帰国後 

成果品(業務完了報告書）を提出し JICA に

報告する。 

(4)  活動の留意点 

JICA要求の六つの資質と能力最大限に発揮

するように努める。 

① 野・課題専門力(25%) 

② コミュニュケーション力(25%) 

③ 問題発見・調査分析力(15%) 

④ 援助関連知識・経験(15%) 

⑤ 総合マネージメント力(10%) 

⑥ 地域関連知識・経験(10%) 

 

表 5 現地派遣における調査項目の例 

No 調査項目(一次)例 No 調査項目(二次)例 

1 

インセプション

レポート ,質問表

の説明・協議 

6 据付工事計画調査 

2 

Project の枠組み、

実施体制等の確

認 

7 
ソフトコンポーネン

ト策定 

3 
施設設置候補サ

イト調査 
8 

運営維持管理体制調

査 

4 
環境社会配慮調

査 
9 

詳細調査に基づく設

計及び事業費の積算 

5 
設備計画、質機材

据付計画 
10 

先方負担事項に関す

る提言 

注．三次調査は各機関に業務実施計画書を提出し、説

明・内容の確認を行なう。 

 

5．活動内容の事例 

5.1 ボリビア共和国の太陽光発電事業調査 

(1)  ボリビア共和国一般事情 

① 首都：La Paz(ラパス)、人口約 60 万人 

② 国土：109 万 km2(日本の領土の約 3 倍) 
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③ 人口：約 560 万人(日系住民：約 14,000 人) 

④ 人種：先住民アイマラ 55%、混血 30%、

欧州系 15% 

 

図 2 ボリビア共和国とウルグアイ共和国 

 

⑤ 経済：鉱業(スズ、銅、亜鉛、アンチモン）、

農業（大豆、木材）の一次産業輸出が 80%

を占める。 

⑥ GN：1,260US＄/人 

⑦ ラパス市の気候：海抜 3,600m の冷涼地帯、

平均気温 10℃、湿度 50%で日中の寒暖  

差が大、雨量は少ない 

⑧ 言語：スペイン語 

⑨ 名勝地：ティワナク遺跡、チチカカ湖、

ウユニ塩原 

(2)  太陽光発電事業 

私が海外で太陽光発電事業に携わった主な相

手国を表 6 に示す。 

 

表 6 太陽光発電事業の調査国 

相手国 設置サイト 設置容量 

ボリビア 
大学(ラパス市）・空港（サ

ンタクルーズ） 
450kW 

ウルグワイ サルト市・電力公社 500kW 

ベリーズ ベルモパン市・大学 300kW 

 

図 3 ウルグアイの単結晶太陽光発電システム 

 

① 調査方針及び留意事項・現地調査 

＜調査方針及び留意事項＞ 

① Inception Report(調査協力概要資料）の作

成と先方機関との協議 

② 環境プログラム無償制度のハード、ソフ

トの両面の計画策定(実施設計・調達監理

体制の確立） 

③ 系統連係による太陽光発電設備の活用

（プロジェクト対象地域の妥当性検証） 

④ 設備計画、機材据付計画 

⑤ ソフトコンポーネント及び将来的な技術

協力計画 

⑥ 詳細調査に基づく設計及び事業費の積算 

⑦ CO2削減指標の設定 

＜調査概要＞ 

① Inception Report の説明・協議（系統連係

案件の形成） 

② 各国政策・計画の確認・整合性（税、法

的処置） 

③ E/N,調達代理契約、詳細設計、施工期間

等の確認 

④ プロジェクト枠組、受入、支援体制の協

力 

⑤ 施設設置候補 Site 調査（設置場所、範囲、

周囲状況） 

⑥ 日射量、風速、地耐力調査(関係機関のデ

ータ入手） 

⑦ 環境社会配慮調査,EIA（Environmental 

Impact Assessment)調査 

ボリビア共和国 

ウルグアイ共和国 
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写真 5 標高約 4,000m のラパス市街 

 

 

写真 6 ラパス病院屋上での太陽光パネル設置調査 

 

② 成果・特記事項 

＜成果＞ 

① 既存系統（電力会社）と発電システム（大

学・空港）との系統連携及び運用確認。 

② 日射量調査（既存データ、調査データ）に

よる発電可能容量（予測）の合意 

③ 施設設置候補 Site 調査の最終合意 

④ 運営維持管理体制の確立 

⑤ 事業費の予算内計画 

＜特記事項＞ 

① 先方政府の施設設置の土地所有権が不明確

で再度の事業延期となった。 

② 太陽光発電導入による系統連携に関する法

規制が無いため安全・技術基準の検討・提

案した。 

③ 電力規制局委員会（AE)登録申請手続は系統

連携がボリビア国で初めてのため、電力売

買契約等の調整時間を要した。 

④ 太陽光発電設備設置での配電網、ルート、

電圧階級等の詳細が不明のためサイト毎に

確認、最適計画した。 

⑤ 現地調達機材は主として建屋・基礎工事材

で現地工事業者の調査に時間を要した。 

⑥ 国内輸送路調査はペル-国から道路事情と

急峻な山越えのルート選定要件が課題であ

った。 

 

写真 7 ベリーズ国のソーラーバッテリの設置状況 

 

設置場所の調査

・設置予定場所の形状、方位、周囲情況、環境

・設置場所の選定

設計

・太陽電池アレイの設計（モジュール数の算出、太陽電池架台

・太陽電池アレイの発電量の算出

・機器の選定（パワーコンディショナ、モニタ）

施工

・太陽電池アレイ、機器の配置

・電気配線工事

完成

・点検・検査・試験

・ソフトコンポーネント（維持管理技術者養成）

・発電開始
 

図 3 太陽光発電事業の現地調査フロー 

 

(5)  ボリビアの電力網 

ボリビアの電力事業政策は以下の通りである。 

① 電力インフラの整備・開発 

② 全国共通の電力共通サービス 

③ エネルギーの主権と独立性の確保 

④ 電力産業の州の役割強化 
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図 4 ボリビア共和国の特高電力網 

 

5.2 カンボジア共和国のシアヌークビル港湾

SEZ 開発 

(1)  カンボジア共和国一般事情 

① 首都：プノンペン：人口約 150 万人 

② 面積：17.6 万 km2（日本の領土の約半分） 

③ 人口：約 1,400 万人、人口密度 75 人/km2 

④ 民族：クメール族（90%),中国、ベトナム、

イスラム 

⑤ 宗教：国民の 95%が上座部仏教(小乗仏教)

徒 

⑥ 気候：熱帯モンスーン気候で年平均気温は

20℃～27℃程度（5-10 月：雨季、11-4 月：

乾季） 

⑦ 経済：農業の国(国民の 85%)、縫製、観光業 

⑧ GDP は 594US＄/人、物価上昇率 5.9%（2007

年) 

 

図 5 カンボジア王国の位置図 

⑨ 言語：クメール語(サンスクリット、バリー

語） 

 

(2)  シアヌークビル港湾 SEZ 開発の概要 

シアヌークビル港湾 SEZ 開発の概要は下記の

通りである。 

① 敷地面積：70ha 

② 工事期間：約 3 年(2009 年前半着手） 

③ 目標 

・ カンボジア産業の多様化 

・ シアヌークビル回廊構想の実現 

・ 民間企業の支援 

・ 雇用支援（約 30,000 人） 

・ シアヌークビル港との連携 

 

 

写真 8 既設発電制御室 

 

(3)  調査概要・現地調査 

① Power supply system 

・ 22kV distribution System 

・ Low Voltage Distribution System 

・ Generator System 

② Building Mechanical 

・ Air conditioning and ventilation 

System 

・ Fire Protection System 

・ Water Supply and Sanitary System 

・ Gate Cross Bar 

③ Building Electrical 

・ Distribution Board 

・ Capacitor Bank 

・ Cabling and Installation Works 

・ Lighting System 
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・ Lightning Protection and Earthling 

System 

④ Building Communication and Fire Alarm 

・ Telecommunication system and LAN 

system 

・ Fire Alarm System 

 

 

写真 9 シアヌークビル SEZ 開発用地（約 200ha） 

 

 

写真 10 シアヌークビル港湾施設特別開発地域（SEZ） 

 

(4)  成果・特記事項 

① 建設敷地内に既設移住者がいて工事計画通

りの開発が可能か不明。 

＜対策案＞早期に住民の移住を促すか住居

地域を計画から外す改造変更を行う。 

② 現地のコントラクタ、サブコンの技術力、

経験不足。 

＜対策案＞日本側で工事施工管理期間中に

技術支援する。 

③ 実施施工計画が不明確となっている。 

＜対策案＞施工方法・施工順序・設備の選

定を明確にし工事計画を見直す。 

④ 雨季（5 月－10 月）による事前対策が必要

となる。 

＜対策案＞整地作業で Main road,建屋の早

期完成等で工期遅延を防止する。 

⑤ 輸入材(機材、鋼材、セメント、他）の価格

変動。 

＜対策案>実行予算の作成、競争入札等を考

慮する。 

⑥ 工業団地の規模増加による給水、排水、電

力設備の需要不足の対処。 

＜対策案＞現在の設備容量の他、将来増設

に対する代替案を作成する。 

 

 

図 5 特高電力供給システム 

 

 

写真 11 既設発電機室(1,000kw×3 ジーゼル発電機) 

 

(5)  電力不足による発電機増設計画・工事概要 

① 概要 

シアヌークビル港湾 SEZ 開発で電力会社

(EDC)から将来の電力供給不足（約 2,000kW)

のためジーゼル発電機 2 台を既設 3 台と並行
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運転させる計画を立案した。 

② 課題 

・ 予算枠内での事業遂行 

・ 短納期（約 12 ヶ月）及び限られた発電機

設置設備スペースでの完成 

・ 既設発電機システム改造による並列運転 

・ 実績のない機材メーカの採用と工事業者

選定 

③ 対策 

・ 予算は複数業者の競争入札で事業予算に

組込んだ。 

・ 納期がかかる発電機メーカに短納期確約

及び発電機設備設置スペース法規に準拠

した配置とした。 

・ 既設発電機システム改造による並列運転

での既設盤改造はハード、ソフトをベト

ナムメーカに選定。夜間作業を含む安全

管理を重点に段階的な系統連携並行運転

に成功した。 

④ 感想 

カンボジア人、フイリッピン人とも優秀な

Engineerが国内にいることを改めて認識した。 

 

 

図 6 受電と複数発電機の並列運転構成図(例） 

 

5.3 ミャンマー連邦共和国のティラワ SEZ イ

ンフラ整備事業調査 

(1)  ミャンマー共和国の一般事情 

① 首都：ネーピードー 

② 面積：68 万 km2（日本の領土の 1.8 倍） 

③ 人口：約 5,141 万人（2014 年人口省） 

④ 人種：ビルマ族が約 70%、その他多くの少

数民族 

⑤ 宗教：仏教 90％，キリスト 5％、イスラム 4％

など 

⑥ 気候：国土の大半が熱帯又は亜熱帯に属す

る。気温や降水量は地域による差異が大き

い。 

⑦ 経済：GDP は 356 億ドル（福井県とほぼ同

等） 

⑧ 主要農産物は米、農地の 60%を水田が占め

る 

⑨ 名勝地 

・ シュエダゴォン・パヤ寺院 

・ 国立博物館 

・ アウンサン博物館 

 

(2)  ティラワ SEZ インフラ整備事業調査概要 

ティラワ SEZインフラ整備事業調査概要の業

務指示書は以下の通りである。 

① 道路（主要幹線） 

② 浄水場、給・排水管網,下水管網 

③ 雨水排水設備：処理場 

④ 下水処理施設：処理場 

⑤ 電力施設：配電網,変電所,送電線 

⑥ 通信施設：通信鞘間 

⑦ コンサルティングサービス 

 

 
写真 12 ミャンマー共和国/シュエダゴン・パゴダ寺院 

 

(3)  現地調査概要 

① 事業の背景 

ミャンマー国、ヤンゴン都市に隣接したテ

ィワラ SEZ(敷地面積：全体:2,400ha、第一期

開発：430ha）インフラ整備事業に関する道路、
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電力、給水、雨水排水、下水処理、通信設備

の調査、計画、設計。 

② 送電施設計画の調査・計画 

下記の調査対象地域の送配電施設計画を策

定する。 

・ 外部条件の確認/送電電圧、電流容量、送

電結節点 

・ 現況送変電、配電施設・設備・機材の整

備状況の確認 

・ 基本設計条件（上述の専用線化、雷及び

開閉サージ対策）の検討 

・ 送配電システム（変電所内の構造物、設

備、機器等）の検討 

・ 配電網（自動化システムの検討）、共同溝

の要否、地中線化及び架空線化とのコス

トを含む比較の検討 

・ 維持管理体制の検討 

③ 調査での判明事項 

・ 軍事政権化では情報収集は省庁がある首

都ネーピードーに行く。事前の予約なし

では責任者との面談が困難であった。 

・ 電力事業は全て電力省が管理し資料入手

は電力公社の担当者より通訳を通じ入手

した。 

・ 日本人から面談要請するより、女性通訳

からの面談依頼した方が効果的であった。 

 

 

写真 13 テイラワ経済特区の送電網調査 

 

 

写真 14 230kV 送電鉄塔配置（テイラワ経済特区） 

 

(4)  成果・特記事項 

ティワラ SEZインフラ整備事業に関し円借款

事業（E/S)を実施のため審査に必要な調査を行

なう。 

① 電力省より外部送電システム確認、電力系

統図を入手する。⇒電力省より入手した。 

② 既設タケタ発電所の現地踏査により現況送

変電、配電施設・設備・機材を確認する。

⇒タケタ発電所の見学許可は困難であった

が現地コンサルタント会社の個人紹介で可

能となった。 

③ 土地利用、人口予測による電力需要予測、 

④ 予備変圧器を検討する。⇒Project の調査資

料及び現地変電所調査に基づいて予備変圧

器容量を算出した。 

 

 

図 7 230kV 送電鉄塔図（例） 
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写真 15 230/33kV 屋外変電設備完成予想図 

 

⑤ ティワラ SEZ 内の配電計画 Ring Main 

Unit(RMU)システムを採用する。⇒既設配電

網にないループ配電網（RMU)で電力供給の

信頼性向上を図った。 

⑥ 維持管理体制は内容、責任機関、維持管理

費、財源について検討する。⇒Project 調査

に基づいて送電、変電、配電について計画・

設計案を作成し費用算出した。 

 

(5)  電力需要調査 (Daily Load Curve、

Mar.12.2012) 

 

図 8 ミャンマー国/ヤンゴン市の日負荷電力需要図 

 

6．海外業務活動の要目と技術者能力 

海外業務活動を行う上で必要な要目を表6に、

技術者に求められる能力を表 7 に示す。 

 

 

 

 

 

表 7 海外業務活動の要目および技術者能力 

海外業務 

活動の要目 
内  容 

相手国への

対応 

 相手国の情報収集や契約書の内容審

査、法的知見が必要となる。 

 相手国の情報不足,効率・モラル低

下、専門人材不足、制度インフラ不

足の認識。 

幅広い業務 

の取込み 

 知識を使い、体験し実績をあげると

専門家となる。 

 幅広い業務内容の中で、各方面の専

門技術を持つ 

意識改革 

 業務改善の成功は、いかに当事者意

識を持たせていくかが鍵となる。 

 心の革新(積極型思考と自己革新)、

思考の革新(自己の将来像とビジョ

ン設定)、行動の革新(行動の具現化)

を図る。 

技術士の 

役割 

 技術士は高い専門能力の他、高潔な

人間性と道徳観、職業倫理を持つこ

とが基本要件である。 

 研究職、計画・設計職、製造職、監

理・監督職などのリーダ又は技術者。 

海外技術者

資格相互承

認 

 APEC Engineer、EMF 国際 Engineer

等の海外業務での技術資格の登録。 

 技術者の国際的な活躍を支援するこ

とを目的とする。 

人脈 

 コンサルタント会社、商社、メーカ

等との良好な関係を築く。 

 自分にあったプロモーター探しは、

自分の価値観をはっきりさせ、自分

と同じ価値観を持っている人を探

す。 

リスク管理 

 リスクの特定、リスク分析、リスク

評価から、業務活動における様々な

リスクに対して、不測の損害を最小

の費用で効果的に処理する。 

 リスク管理(リスクの抽出・評価や対

応策設定、状況確認)を行う。 
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表 8 海外業務活動に必要な技術者能力 

技術者能力 

理論力 

 体系的な専門科目の学習による基礎

学力・論理的能力。 

 論理的文章力を持ち、自分の考えを展

開し議論する力。 

経験力 

 OJTの業務を通して身に付けた技術力

を積重ね、応用能力を養う。 

 海外業務は、多様な価値観や能力を有

する現地関係者と共に業務遂行する。 

語学力 

 英語会話力、技術資料作成力を継続し

て学ぶ。 

 口頭や文書等の方法を通じて関係者

と明確かつ効果的な意思疎通を行う。 

判断力 

 「広い視野」で物事を考え、重要度を

見極め素早く判断する力を養う。 

 相反する要求事項（必要性、機能性、

技術的実現性、安全性、経済性等）の

重要度を考慮した上で、複数の選択肢

を提起し解決策を提案し改善する。 

行動力 

 倫理行動： 道徳的な行動を理解して

行動する(自己利益で判断しない) 

 自己管理行動： 計画を立てて自律的

に行動する。 

 信頼感による行動として、人を信頼す

る、また人に信頼される。 

俯瞰力 

 専門分野における俯瞰力および専門

以外のことを知り、幅広い見地から俯

瞰的に説明できる能力を身に付ける。 

創造力 

 発想を転換し、新しい概念、理論や仮

説を提案する能力。 

 独創的なアイデア創出だけでなく「機

会認識」や「アイデア評価」、「開発」、

「事業化」に至るまで評価、判断、運

用する能力。 

問題 

解決力 

 常に問題意識を持ち、内容を明確とし

問題発生要因を抽出し分析する。 

 複合的な問題に対し解決策を提案し

改善すること。 

 

7．まとめ 

海外業務体験で得た私の海外業務の理念及び

留意事項は下記のとおりである。 

(1)  コンサルタント技術者の姿 

・ コンサルタント技術者として自分なりの理

想の姿、将来像を思い浮かべる。 

・ 技術の習得は高い目標を掲げて日々の精進

をすることが、技術者の義務だと思う。 

・ 人間は学ぶことができ一生学び続けなけれ

ばならない。学ぶ喜びを感じ,自らの技術に

誇りを持って社会貢献に役立てたいと願っ

てます。 

(2)  コンサルタント業務の志望 

・ コンサルタント業務を始めるなら、先ず、

経歴書(和・英)を作成し、積極的に機関登録

(各種機関の専門家登録)し、求人情報で実務

経験を積み重ねる。 

・ 海外派遣に備え体力、気力、知力が低下し

ないよう日頃より心身を鍛え継続した関連

業務に携わる。 

・ 日常業務では現状分析で課題が明らかにし、

対策案の立案や提案書作成の準備をする。 

・ 海外でのリスク（事件・事故やテロ、災害、

政情不安）は普段から情報収集・分析・予

想し対策を自ら想定するよう心掛ける。現

地での安全・衛生確保は自己防衛に頼らざ

るを得ないと認識する。 

(3)  コミュニュケーションの改善 

・ 円滑なコミュニュケーションはメール、電

話活用で「分り易い資料の作成」、「素早い

明確なレスポンス」、「打合せ資料の事前送

付」に心掛ける。 

・ 語学学習は海外業務に必須なので目的を持

って継続的に学習する。 

(4)  情報収集 

・ 海外業務で現地滞在中に空白となった日本

の技術情報や技術開発は帰国後に図書館等

で確保する。情報収集（新聞、専門誌、学

会誌、TV、JICA 図書館、JETRO、外務省、

JICA ホームページ）を活用する。 

 

 

藤田 和夫（ふじた かずお） 

技術士（電気部門） 

 
 
株式会社岩崎・東京支店 

顧問 

e-mail：fujita3250@nifty.com 

 

 



HIC 会報誌「飛翔」第 3 号（2015） 

56 

 

国際社会で活躍・貢献する技術者へのアプローチ 

杉山  篤  

1．はじめに 

現在、日本は国際化が進み、世界標準の中に

ある。すなわち、世界を相手に競争し、生きて

いかざるを得ない。一方、国際化によって評価

などの尺度が一つになっている。 

国際市場は欧米、発展途上国で成長が続き、

デジタル化により技術移転が容易化、国際間の

競争の激化、技術者の流動化、IT 化により大幅

な変革並びに知的生産性の向上を求めている。 

このような状況で、日本の技術者の活躍の場

は大いに世界に広がりつつある。しかしながら、

厳しい競争化など、社会多様化と激動期に入っ

ていて、過去の実績や、よき時代の従来の手法

では、対応が不可能な状況下となっている。 

海外業務を能率・効果的に遂行するには、よ

り合理的で迅速な手法をもって対応をしなけれ

ばならない。このような社会の中で生き・勝抜

くため、自分自身のスキルアップと組織の強化

は、欠かせない。 

海外での業務を確実に評価ある実績を残すに

は、それなりの感性力、いくつかの合理的な考

え、手法があると思慮される。本稿において、

杉山個人が公益法人日本技術士会海外業務支援

委員会などでの海外との折衝及び業務などで得

た知見・経験実績、ノウハウに関して合理的か

つ効果的な海外業務を実施するにあたっての事

項を大胆に提案するものである。 

 

2．海外業務遂行への基本の基本 

私が海外業務を実施する中で体得した海外で

業務する上での基本的な対応は次の通りである。 

(1)  技術者としての海外業務は、過去の感情・

情を乗り越え、ビジネスに徹しよう。 

(2)  相手から友好、親善と言われたら、注意し

て対応しよう。 

(3)  最も大事なことは、相手との交渉力、コミ

ュニケーション力と強力な仲間である。 

 

技術者が海外で業務を遂行する方式には、技

術者が単独で国内外の機関や企業から業務を依

頼や受託する場合、企業から派遣される場合、

ODA機関などから派遣される場合の3つに分類

できる。 

次に記載する事項は、海外業務遂行の基本で

あるが、すべてを同時に学習し、実績を作るの

は困難であるので、徐々に業務を通じてトライ

＆エラーをしつつ、そのノウハウを積み重ねて

いくことが肝要である。 

① 技術提供はビジネスであることを認識をし

よう。 

② 相手に強いアピールできる経歴、業務経験

書を作成しよう。 

③ まずは、海外機関、海外企業に人材登録し、

情報収集と情報発信を行おう。 

④ 従来の良き日本(人)の慣習を脱却しよう。日

本のスタンダードは、必ずしも世界のスタ

ンダードとは言えない。 

⑤ 自分のことは自分でする積極的な対応並び

に海外・異分野に精通した仲間を作ろう。 

⑥ 明日につながるような業務実施、海外の企

業などに一度に知識;ノウハウをすべて吐

き出ししたら、これで終わりになる。 

⑦ 技術提供は技術が半分、コミュニケーショ

ン、交渉力が半分である。 

⑧ 現場に溶け込み、本当のことを知ろう。 

⑨ 海外実績は安心・確実な業務から始め、経

験・実績を積み重ねよう。 

⑩ 海外文化・慣習・歴史を学ぶとともに、異

分野の人と付き合い、仲間を広げよう。 

⑪ 事前に地域の文化、人物、地元を知ろう。 

⑫ 事実主義に徹し、合理的、定量的な表現を

しよう。 

⑬ 物事を判断、評価する場合には、「予測、憶

測」「思い入れ」といった感情要素を排し、
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「現場主義、現物主義、現実主義、記録主

義、確認主義」の冷静な「ビジネスはドラ

イに、付き合いはウェットに」で対応しよ

う。 

 

3．パンチ力のある業務経歴書を作成しよう！ 

業務経歴書の作成おいて、海外の企業や機関

にアピールできる表現とします。日本の一般的

特徴から謙虚・謙譲・自重・謙遜など気を使い

すぎです。もっともっと積極的な姿勢が肝要で

ある。これは面談においても同様である。海外

では、謙遜、次長、自分自身を卑下しても評価

されない。 

(1)  業務の課題に対して、工程、品質、機能、

コストなどをどのようにするか、具体的、

定量的な表現とします。世界・日本・業界

などでの位置づけ、比較評価をするとよい。 

(2)  どのような業務でもほぼ対応できるような

技術分野の表現とする。 

(3)  技術者がいかに積極性、業務推進能力があ

るか、従来の日本の慣習や常識を乗り越え

た表現とする。 

(4)  海外業務にあたって、通常の日本人の性

格・慣習上、修正すべき事項がある。 

 

3.1 経歴書の基本的姿勢 

業務経歴書は、求める相手から納得できる内

容とする。 

基本的には、求める実務能力を満たしている

か、仕事に意欲を持っているか、プレゼン能力

があるか、発揮できる強みを自覚しているか、

記載内容に信憑性があるか、などがチェックさ

れる。 

 

3.2 経歴書の記載の例 

過去に在籍した企業での役職だけでは、何も

相手にアピールができません。 

できるだけ幅広い分野での実績を記載しまし

ょう。（海外からの依頼される業務は非常に狭い

範囲の技術分野です。できるだけ相手のニーズ

にマッチするよう、広い分野の技術分野を記載

しましょう。） 

以下に、具体的かつ定量的な表現を記述する。 

(1)  日本で最初に○△の商品を開発し、○△の

実機を搭載した。 

(2)  生産に○△を実験的に導入して生産量を 3

倍とし、合わせて生産コストを半減させた。 

(3)  プロジェクトリーダーとして業務開発の企

画書を作成し、各チームを指導しつつ、そ

の業務遂行期間を半減させ、開発費も計画

よりも 30％低減させた。 

(4)  従来の部品提供のみで利益率が数％であっ

たものを自社ブラントで対応できる商品を

開発して利益が 2倍となった。 

 

4．日本人の特徴、習慣から見た海外業務への考

察 

海外から見て、日本人は実直、物静か、謙虚

とみられている。しかし、実際、海外機関や企

業に就職したり、業務を委託される（された）

場合は、ある時は戦略的に戦い、競争し、論理

的議論で打勝ち、自分の意思を通さなければな

らない場合も多い。 

(1)  基本的にはすべて書面による契約に基づき

実施する。 

(2)  供与する技術と報酬は、比例関係にある。 

(3)  海外ビジネスでは、あうんの呼吸はありま

せん。 

(4)  契約してもまだまだ 3合目です。全額入金

されて初めて 10 合目である。 

 

一般的日本人の特徴は、次のように言われて

いる。これらの特徴や性格は海外業務を実施す

る場合において、必ずしも良い方向や結果とな

らないこともあるので、適宜修正しつつ現地に

見合った形にしていくことが肝要である。 

① 礼儀･習慣を尊ぶ民族である。 

② 潔癖、清潔を求める。物を大事にする。

自然を愛する。 

③ 時間管理にうるさい。精微である。美的

感覚がある。 
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④ 物づくりが丁寧である。細かな点で改善、

改良がなされる。 

⑤ 島国根性が基本となり、内側の論理が罷

り通り、外へ出ることに躊躇する。 

⑥ 人と争うことを避ける姿勢や自己主張が

苦手である。他人のことを気にして、決

断が遅れ、実行が進まなく、スピード感

がない。 

⑦ 横並び意識が強く協調性を重んじる。合

意性が基本、曖昧な態度、独断を嫌う。 

⑧ 戦略性に欠ける。外圧に弱い。具体性、

定量的な評価や判断力が欠如している。 

⑨ 物まねがうまい。自分にあったように変

更する能力に長けている。 

⑩ 争いごとにならないように折り合いをつ

ける暮らし方を共有している。 

⑪ 日本社会では自我がない、抑制する。執

念深くない。執着心が薄い。 

 

5．こんなことは避けよう、こんなことに注意し

よう 

技術者が企業と非常に安い契約金での業務を

履行したときは、以下のことを留意する。 

(1)  技術者が満足できる業務遂行ができるか？ 

(2)  経営者はどのように判断するか？ 

(3)  当該機関・企業のカウンターパート、従業

員はどのように判断するか？ 

(4)  契約や重要事項の打合せは、会社のトップ

またはそれに準ずる人とする。 

(5)  契約書には自分の要求する事項は、必ず入

れる。打合せ内容は必ず文書化する。 

(6)  成果は少しでも良いが、できるだけ早く出

し、相手に自分の能力や業務遂行力を納得

させる。 

(7)  費用と時間のかからない改善策は、まず提

案する。 

(8)  訪問・指導するたびに宿題は必ず出す。 

(9)  また、技術者が外国企業と雇用契約を行う

際に、決して言ってはいけないことを下記

に記述する。 

① 私は生活に困っていないので、金額はい

くらでも結構である。 

② 私はこの開発業務に関して、グループの

一員として実施しました。 

③ 私は海外での仕事をしたいので、どんな

業務でもよい。 

④ 相手と契約をする前に、相手の要求に従

って、その相手の課題の解決方法などの

技術・ノウハウを提供してしまう。 

⑤ 謙遜、謙譲、気配りなどは不要である。 

⑥ 契約後、要求以上のことを実施しないで、

次の業務契約につながるような遂行を図

っていく。 

以上、相手との契約などの打合せは、堂々と

勇気をもって、凛とした姿勢で対応する。 

 

6．まずは海外機関や企業などに人材登録しよう 

(1)  海外業務の紹介や斡旋する公的機関、企業

などは国内外たくさんあります。その中か

ら自分自身にマッチしたものを選定する。 

(2)  海外業務の初心者などにおいては、最初、

できることならば、バックアップ体制が十

分であり、日本での実績が多数ある機関、

情報量があるところなどを優先的に選定、

登録することが肝要である。 

(3)  経営者はどのように判断するか？ 

(4)  当該企業のカウンターパート、従業員はど

のように判断するか？ 

 

6.1 海外業務の選定の考え方 

海外業務を選定するに際して、海外の公的機

関、滞在期間、契約期間、雇用・業務契約、技

術者としての業務か、ボランティアなのか、に

ついて熟考してください。 

 

6.2 登録機関、企業など 

海外業務が初めての方や不安な方、自信がい

まいちの方は、徐々に経験・実績、実力を積み

上げ、さらに派遣者に対してのサポートが十分

な機関を選定することが肝要です。バックアッ

プ、楽なところから登録した方が良い。 
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海外での業務を実施し、それらの技術者を募

集している機関や企業は以下のようにたくさん

ある。 

① 日本技術者会・技術者パーソナルデータ

ベース（海外業務） 

https://www.engineer.or.jp/members/c_t

opics/001/001051.html 

② JICA での PARTNER に登録（簡易登録

と国際人材協力登録） 

http://partner.jica.go.jp/ContentViewer?

prm=AboutRegistrantUser1 

③ 韓日産業・技術協力財団の人材登録 

http://www.kjc.or.kr 

④ 一般社団法人日本外交協会 

http://www.spjd.or.jp/temporary/index.

html 

⑤ 一般財団法人技能ボランティア海外派遣

協会、

http://www.nisva.org/outline/index.htm

l 

⑥ 公益財団法人 日本シルバーボランティ

アズ、http://www.jsv.or.jp/ 

⑦ 欧州復興開発銀行 TAM 

http://www.ebrdjobs.com/fe/tpl_ebrd01.

asp 

⑧ 東京都商工会連合会登録専門家 

 

7．海外からの業務依頼などの課題 

中国や韓国などの発展途上国からの技術業務

依頼の中で、次のような課題がある。 

今後、より合理的かつ効果的な業務を実施す

るに当たっては、これらの問題を改善・克服し

たものでなければならないと思慮する。 

(1)  発展途上国などからプロジェクト案件が増

えてきているが、その業務内容は、ピンポ

イントであり、それに適合した技術者を探

し出すことは至難である。 

(2)  企業などから求めてくる技術や技術者に関

する情報が不十分なので、興味を抱く技術

者が少ない状況にある。従って、企業は安

心して応募できるよう的確な情報を公知す

べきである。 

(3)  現状では中国へ対応できる技術者が不足し

ている。(海外業務の登録の PR不足を含め

て、海外業務の登録者が増えない。) 

(4)  求める人材要求機関と人材の確保に対して

的確な対応システム作りをする必要がある。 

(5)  業務依頼者において、日本の技術者に対す

る評価・認識が不足している。 

(6)  業務依頼もビジネス化への糸口になりつつ

あるが、技術提供に対する適正な評価や報

酬、ボランティア交流との区別化が不明確

である。 

(7)  人材派遣者側において、適切な業務依頼に

対するリサーチ、派遣者に対するサポート

組織やシステムがない。 

 

8．海外業務の具体化と定量化 

海外業務を実施する際には、業務の具体化と

定量化として、以下のことが挙げられる。 

(1)  産学協同研究・開発などの橋渡し、技術者

との共同研究など 

(2)  ISO 等国際規格に対応した生産から販売ま

でのシステム構築・監理 

(3)  ○△工場における課題とその改善や評価手

法の提案 

(4)  ○△工場のコストを○○％低減させる技術 

(5)  ○△装置の品質を○○％アップする技術 

(6)  エネルギコストを○○％低減させる技術 

(7)  未利用エネルギー活用システムの開発 

(8)  ○△工場の生産システムの合理化と職員教

育 

(9)  確実な物流･情報システムの構築と物流コ

ストの低減 

 

9．結論 

技術者が海外業務での活躍・貢献に関して次

のことが言える。 

(1)  技術者は大いに海外へ進出・活躍をすべき

である。 

https://www.engineer.or.jp/members/c_topics/001/001051.html
https://www.engineer.or.jp/members/c_topics/001/001051.html
http://www.ebrdjobs.com/fe/tpl_ebrd01.asp
http://www.ebrdjobs.com/fe/tpl_ebrd01.asp
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(2)  技術者は海外の機関や企業からその資格、

技術、ノウハウ等に関し十分期待され、ま

たそれに応える能力・知見を保持している。 

(3)  海外業務にあたって、通常の日本人の性

格・慣習上、修正すべき事項が多々ある。 

(4)  技術者として、より効果的な業務を推進す

るには、まずは経歴・経験・実績・ノウハ

ウを棚卸して、一歩前に出た業務経験書を

作成する。 

(5)  海外業務機関・企業などを複数選定して、

人材登録により情報収集と海外業務の実績

を創る。 

 

10．（財）韓日産業・技術協力財団の紹介 

海外業務の登録や業務対応などの一つの例と

して、私が所属している韓日産業・技術協力財

団の技術交流による技術指導業務の内容につい

て紹介する。 

 

10.1 目的 

韓日財団は、日韓の産業技術交流を促進する

ために 1992 年に日本・韓国の首脳による会談・

協議の上、韓国政府知識経済部（現在、通商産

業資源部）の下部組織として設立された。 

韓国の中小企業が必要とする分野の専門知識

や経験を備えた日本の技術人材を招請し、集中

的な技術指導及び諮問を遂行することで、当該

企業の課題となっている技術等を解決すること

により企業の技術力と競争力の向上を図ること

を目的としている。 

なお、日本側は、（財）日韓産業技術協力財団

が同じ目的で設立されている。 

 

10.2 韓日財団の海外業務の特長 

韓日財団の技術指導事業の長所としては、次

の内容であることから、韓日財団の業務は海外

業務の初心者においてもリスクの少ない業務と

考えている。 

(1)  本事業は韓国政府が関与しており、業務遂

行において問題が発生した場合は、韓日財

団及び日本人アドバイザーがご相談に応じ

ながら、適切なアドバイス等により対応す

る。 

(2)  韓国での技術指導期間は、平均月１週間程

度であり、日本での他の業務にほとんど支

障が出ないものと思う。契約期間は、概ね

１年であり、場合により継続契約がされる。

また、現地での技術指導等おいては,日本語

通訳が付きますので、言葉の問題はない。 

(3)  韓国での処遇（指導技術内容、体制、期間、

滞在日数、指導料等）は企業と派遣技術者

で協議の上決定しますが、実績では１日４

万円から５万円以上です。旅費、宿泊費は、

韓国企業が別途負担する。 

(4)  毎年、ソウル、東京、大阪での個別面談会、

説明会が開催されます。その旅費は財団か

ら実費支給される。 

 

10.3 招請技術指導事業 

韓日財団は韓国の中小企業の自立、成長を図

るため、「日本技術者招請技術指導事業」を実施

している。韓日財団に人材登録した中から毎年、

日本の技術者の 80 名程度（そのうち技術者は半

分程度）が韓国の中小企業に技術指導のため派

遣され、多くの実績を残し、韓国政府、企業か

らの大いに期待をされている。 

なお、平成 23 年 6 月には公益社団法人日本技

術士会・海外活動支援委員会と韓日財団との間

で技術協力の協議書を交換している。 

http://www.engineer.or.jp/cmty/overseas/nikk

anmou.pdf 

 

10.4 招聘技術分野の実績例 

今までに招請された専門分野としては、①機

械、②金属、③電気・電子、④光学、⑤精密化

学、⑥生物環境、⑦合成樹脂、⑧エンジニアリ

ング、⑨新素材、⑩航空、⑪情報通信、⑫建設，

⑬その他工学全般がある。 

業種としては、①組立・自動化、②溶接技術、

③金属加工・機械加工、④プレス金型、⑤射出

成形、⑥設計技術、⑦設備メンテナンス、⑧熱



HIC 会報誌「飛翔」第 3 号（2015） 

61 

 

処理・表面処理、⑨メカトロニクス、⑩計測・

検査、⑪システム制御、⑫製品開発などがある。 

韓日財団の技術指導事業に関する実績の一例

は、次のとおりである。 

(1)  自動車部品のブッシュ、パイプ、プラグの

設計、生産管理 

(2)  半導体検査機器の開発、設計、生産管理 

(3)  備蓄・化学・農業プラントエンジニアリン

グ、計画・設計・経営指導 

(4)  小型エンジンの開発、生産、組立方法の指

導 

(5)  メッキ類の表面処理方法の指導 

(6)  鋼構造物の設計・製造など、廃棄物からの

貴金属の回収技術の指導 等等 

 

10.5 財団の人材登録から派遣までの流れ 

韓日財団の技術指導事業の一連の流れは、次

のとおりである。 

(1)  人材登録資料請求→経歴書と確認書に必要

事項を記入→日本窓口「杉山」へメールで

送付→韓国本部に送付→審査→登録 

(2)  韓日財団で登録されると、登録技術者に日

本技術者招請企業情報、説明会・面談会・

招聘技術等の情報が随時メール配信される。 

(3)  技術指導説明会は、毎年、東京と大阪で開

催され、韓国での韓日財団の事業内容・指

導実績、派遣指導者（技術者）、派遣要請企

業の説明がある。 

(4)  韓日財団が韓国中小企業に対し日本技術者

の招請希望を募る。招請技術情報が登録さ

れ、登録技術者にメール配信される。登録

技術者と韓国企業と面談会が開催される。

なお、面談会は、東京、大阪、ソウルで毎

年数回ずつ実施される。また、要請技術、

技術者に対する事項が事前にメールで発信

される。 

(5)  登録技術者と派遣要請企業との条件が一致

し、韓日財団で認めたプロジェクトが技術

派遣対象となる。 

(6)  派遣条件等は、基本的に両者で協議する。

契約書には、総勤務期間、月勤務日数、報

酬、業務遂行に関する事項等を必ず入れる。 

 

東京、大阪、ソウルでの韓国企業と登録者との面談会 

 

 

ソウルでの韓日産業技術フェア 

 

韓日財団の海外業務に興味があり、人材登録

と業務を受けるまでの流れについての詳細を知

りたい人は、韓日財団のアドバイザーの杉山篤

に問い合わせをしてください。 

 

杉山 篤（すぎやま あつし） 

技術士（建設、機械、総合技術

監理部門） 

 

韓日産業・技術協力財団 

アドバイザー 

E-mai：sa51523@yahoo.co.jp 

携帯：090-1617-1446  

mailto:sa51523@yahoo.co.j
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パナマ共和国の追憶 

梅澤 康

1．はじめに 

青年海外協力隊員として赴任した任国ガーナ

での思い出を胸に日本へ帰国し、何とか社会復

帰をと真面目？に仕事をしていたのですが、あ

る日、JICA 本部から電話が、「康君、ケニアに

専門家で行かないか？」と、当時のガーナ所長

中野氏からの打診でした。「しかし、自分はとて

も専門家のレベルではないので無理です…」と

丁重にお断りしました。 

ところが、その後もセネガル、モーリシャス、

への派遣打診があり、要請内容から従事可能と

判断し、社会復帰はひとまず置いておいて、「モ

ーリシャスへ行きますと返答しました。しかし、

数日後、中野さんから「モーリシャスの件、建

設省の役人が派遣されることになったので、か

わりにパナマはどうかな？」との連絡あり、「パ

ナマってスペイン語圏ですよね・・・？」、中野

さん曰く「ガーナでのハードな 3 年を生きてこ

られたのだから、パナマなんて鼻糞だョ」との

言葉でした。自分は元々余り思慮深くないので、

結局、パナマ派遣を承諾することになりました。 

無謀にも約１週間程度のスペイン語研修で出

発、真冬の札幌からニューヨーク経由でガーナ

同様にクソ暑いパナマへ向かったのでした。 

派遣先はパナマ全国組織のパナマ上下水道庁

で日本人は１人だけでした。当時パナマには

JICA 事務所はなく、赴任時に日本大使館の一等

書記官の方の引率だけで、あとは自分で何とか

するのみあった。 

さて、さてスペイン語は言うとBuenos dias、 

と Gracias 程度、どうしたものか？ここでガー

ナの経験が生きるのです！！ラテンの世界では

毎週末どこかの家でパーティがあり、毎週参加

した。 

Cerveza（ビール）の助けを借り、スペイン語

の世界へとノメリコムのでした。言葉は相手に

対する抵抗感をもたずに、自分からはたらきか

けるようにすれば、何とかなるものと再認識し

わけです。 

業務内容は「米州開発銀行融資プロジェクト

評価」なるもので、ほとんどスペイン語のでき

ない私に評価など途方もない話で丁重にお断り

した。 

さて、では何ができるか？思考錯誤の末、ま

ず１年はパナマ中の水道をみてやろうとパナマ

中を飛び回り、パナマ人もあまり行ったことの

ない地区、例えば、コロンビアとの国境にある

ダリエン州、太平洋の離れ小島サン・ミゲイル

島、カリブ海のボーカス・デ・トロ等の地方を

調査しました。 

その結果、パナマでは上水道における無収水

と呼ばれる生産水コストと水道料金回収による

収入の差が大きいことが判明しました。 

その要因は漏水、水道メーターの低い設置率、

料金未払等で，任期中はこの課題解決に取組も

うと決意しました。 

結局、パナマには専門家で長期、短期、長期

と 3 度派遣され、計 4 年半居座りました。その

間にパナマ上下水道庁のカウンターパート計 7

名を日本での研修に送りました（特に、札幌市

水道局様には研修員受入に際しお世話になりま

した）。また、上下水道庁への機材供与、供与機

材を活用した中南米諸国対象の「漏水防止セミ

ナー」をパナマで開催した。また、パナマ経済

企画省において青年海外協力隊派遣に関わる交

渉などを行いました。 

専門家レベルには程遠い一協力隊 OB として

は、スペイン語ゼロの状態からスタートしなが

らも、よくやったと自分だけが思っています。 

パナマでは、パナマ運河への再認識、サンブ

ラスという治外法権の州で生活するクナ族の人

達との出会い、1986年のミス・ユニバースの見

学、ノリエガ将軍によるクーデター体験、カリ

ブ海のトローリング体験、カーニバル、そして
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日々楽しんだ、サルサ、メレンゲと Cerveza、

などなどを体験し、初めてのラテンアメリカの

世界で数々の経験を積むことができました。 

私の人生の中でスペイン語を使って仕事をす

るとは、誰が予測したでしょう。これも青年海

外協力隊に参加したからこそだと思います。 

 

2．パナマ上下水道庁に提出した技術提案書がパ

ナマ二大新聞に掲載された（1990 年 9月 11日） 

1989年～マヌエル・アントニオ・ノリエガ将

軍騒動で停止していた日本からの技術協力再開

に向け、1990 年１月に日本大使館より２度目の

専門家の派遣要請があった。派遣時にパナマ上

下水道庁に対し、「パナマ上下水道施設維持管理

に対する技術提案書」をパナマ上下水道庁総裁、

Luis C.Escalona 氏へ提出の際に、下記の記事が

La Prensa 紙、La Estrella 紙に掲載された。そ

の後、標記「技術提案書」に関連する機材供与

がなされた。 

 

La Prensa 

 

 La Estrella 

 

図 1 パナマの二大新聞に掲載されたパナマ上下水庁への技術提案書 
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3．REPUBLICA DE PANAMA 

3.1 パナマの地勢・文化・社会 

中米と南米の間に「への字」に橋をかけたよ

うに横たわっているのがパナマである。北緯 7

度 12 分から 9 度 8 分、東経 77 度 9 分から 83

度 3 分に位置している。東はコロンビア共和国、

西はコスタ・リカ共和国と接しており、北は大

西洋（カリブ海）に、南は太平洋に面している。

国土面積は 75,420km2（北海道よりやや小さい）、

人口は 380 万人（いずれも世界銀行 2012 年）

である。 

パナマは小国ながら驚くほど多様性に富んで

いる。歴史的には南米、地政学的には中米、文

化的にはカリブにルーツを持ち、ビジネスは米

国のプラグマティズムが根底にある国といわれ

る。人種も多種多様であり、混血（メステーソ）

70%、アフリカ系 14%、白人 10%、先住民 6%

となっている。 

先住民は大別して 3 種族に分類され、黒人も

2 系統に分かれる。そのため多種多様な文化や

伝統が形成され、生活習慣、料理、芸術、祭り、

風習などに、その特徴を留めている。 

 

3.2 パナマの気候 

パナマの気侯は、熱帯多雨、熱帯湿潤、熱帯

サバンナ、高山性温暖多雨、高山性温暖湿潤に

分けられる。年間気温平均は Max31～32℃、

Min20℃～22℃、年間湿度の平均は Max95％、

Min63％であり、季節はベラーノと呼ばれる乾

季（12 月～4 月）とインベルノと呼ばれる雨季

（5 月～11 月）に分けられる。 

パナマの気候は、熱帯雨林に囲まれた高温多

湿の住みにくいものを想像するが、実際に住ん

でみるとかなり快適である。これは太平洋から、

始終偏西風が吹いてくるという恩恵によるもの

である。 

3.3 パナマの語源 

(1)  チョコエ語で「蝶と魚が沢山棲息するとこ

ろ」と言う意味からきている。 

(2)  この地方に生えていた「パナマッ」と言う

大木の名からきている。 

(3)  カリブ海側の原住民クナ族がスペイン人か

ら「太平洋側の地方は何と言うのか？」と

尋ねられて「Pan-n-ma」（とても遠いとこ

ろ）と答えた。以上の三つが大体の定説で

ある。 

太 平 洋太 平 洋

約80kｍ

クレブラ・カット（水路）

現
在
の
コ
ス
タ
リ
カ
の
境
界

 

図 2 パナマの山系と運河水門の標高図 
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3.4 パナマの歴史（1） 

パナマの歴史を語るには、他のラテンアメリ

カ諸国同様に、1492 年のコロンブスによる新大

陸発見から始めなければならない。実際に、コ

ロンブスは 1501 年の第 4 回目の航海では、パ

ナマのカリブ海のいくつかの湾に上陸している。 

有名なメキシコのアステカ文明、グァテマラ

のマヤ文明、コロンビアのチブチャ文明等に囲

まれて、15 世紀以前にパナマには、独自の三つ

のインディオ文化があった。ひとつはクーナ・

クエーバ語族でウラバ湾から西、ダリエンから

カレータに至る一帯に居住していた。チョコエ

族は。チョコ族ともいわれ、アトラス川の上流

に居住するグループと北西コロンビアに居住す

るグループに分かれている。ある意味では純粋

なパナマ人とは、以上三つのインディヘナ（原

住民）だけではないだろうか。かれらはコスタ・

リカからメキシコにかけての中米諸国のインデ

ィヘナと混血することもなく、未だ独自の文化

を保っている。 

その後、15 世紀末～16 世紀前半にかけて、ス

ペイン人たちはカリブ海から続々とパナマに入

ってきた。1501 年にはコロンブスが第 4回目の

航海で当時は、べラグアと呼ばれていたパナマ

のカリブ海側を探検していった。ポルト・ベー

リョと言う港にコロンブスが上陸したというの

は非常に注目してよい事実である。この港は後

にインカ帝国を征服したスペイン人が太平洋側

からスペインに金銀を運ぶルートのカリブ海側

の積出港として使った。1513 年にバスコ・ヌエ

ス・バルボア（現在のパナマ通貨名：１バルボ

ア＝１米ドル）がパナマ地峡を横切って、初め

て太平洋を発見した。これによってパナマは南

米大陸と中米、そしてスペインを結ぶ中継地と

して一層の重要性を増すことになる。 

こうして、スペイン人たちがペルーから略奪

してきた金銀財宝はペルー→パナマ→ノンブ

レ・デ・デオス→スペインというルートで運ば

れていった。このルート通って運ばれた金銀の

量は金 1,813 トン、銀 16,887 トンともいわれて

おり、これらの金銀財宝がヨーロッパの近代資

本主義の基になったのである。 

 

3.5 ヘンリーモルガンとフランシス・ドレイク 

パナマからスペインへ金銀をカリブ海を航海

して運ぶ際に、それら金銀他を略奪していた大

海賊で、イギリスの王朝はこれらの海賊にこっ

そり助力しており、この海賊二人にナイトの爵

位さえ与えている。（ちなみにこれら海賊はジャ

マイカを拠点にしており、ジャマイカは英語圏

でイギリスの植民地だった事がなぜか？解ると

思います）。 

 

3.6 パナマの歴史（2） 

18 世紀に入るまで、パナマに大きな動きはみ

られなかった。ヨーロッパで資本主義が発達し、

アメリカ大陸に対してヨーロッパ諸国の目が移

っていくと、パナマ地峡の存在は彼らの植民地

経営上にとって重要度さを増していった。 

1776 年のアメリカ合唱国の独立、1819 年の

大コロンビア共和国（現在のベネズェラ、エク

アドル、コロンビア、パナマ）樹立などがあい

ついだ。この頃のパナマはスペインの植民地（大

コロンビア共和国）の一地方にすぎなかったの

だが、国民の中にはナショナリズムが台頭しつ

つあった。1903 年にアメリカ合衆国の力（アメ

リカの運河建設、覇権のもくろみ）を借り独立

したのだが、その背景には、パナマが以前から

大コロンビア共和国の中でも特殊な地理的環境

にあり、いく度も独立の動きを経験してきたと

いう歴史を知っておく必要がある。 

1855 年 1 月に、パナマ地峡横断鉄道が完成し

た。この鉄道はアメリカのカリフォルニアで発

見された金を捜しに行くアメリカ東部の人々が

使った。当時のアメリカには大陸横断鉄道はな

く、船でパナマまで下り、この鉄道を使うルー

トが一般的だったのである。一方、ヨーロッパ

ではフランスがスエズ運河を完成させ、パナマ

地峡にも運河を建設することを考えていた。 

スエズ運河を完成させたフェルナンド・デ・

レセップスが工事を 1880年 10月に開始したが、

苛酷な自然環境と、マラリア、黄熱病、そして
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レセップス周辺の贈賄問題が発生し、とうとう

1889年 2月にパナマ運河会社は破産宣告される

ことになった。アメリカはカリブ海、中米諸国

の覇権を握ることを真剣に考えていたので、

1903 年にパナマをコロンビアから独立させる

とすぐに運河条約を批准させ、翌年から工事を

開始した。工事そのものはフランスの時と同じ

で大変な困難が待ちかまえていた。しかし、あ

の有名なテオドア・ルーズベルト大統領の力と

努力で 1914 年にようやく完成した。しかし、パ

ナマ運河条約にはパナマ共和国の主権について

明確に触れた項目はなかった。このことに対し

てパナマ人の不満がくすぶり、ナショナリズム

が強くなるにつれ、条約の改正を願う動きが起

きてきた。 

そして、1968 年にオマール・トリホス将軍を

中心とした青年将校たちのクーデターが起こり、

軍事評議会が政権を掌握した。この青年将校の

中に例のマヌエル・アントニオ・ノリエガ氏も

加わっており、その後、オーマル・トリホス将

軍は 1981年に謎の飛行機事故で死亡するが、こ

の事故にはトリホス将軍が社会主義者というこ

ともあり、CIA も関係していたとか、いろいろ

と憶測されているが定かではない。（ノリエガ将

軍に関してはインターネットに記事満載）。 

 
16 世紀ころから、太平洋のパナマからカリブ海のポルト・ベーリョ、サン・ロレン

ソまでカミノ・レアル（王道）カマノ・デ・クルス（横断道路）と言う二つの道路

がパナマ地峡を横断していた。ペルーのカヤオ湾から運ばれた金銀はパナマ湾に陸

揚げされ、この道を通ってカリブ海の二つの港に運ばれていった。金 1,813 トン、

銀 16,887 トンにもり、スペインの黄金時代を支えた。 

図 3 16 世紀のパナマの道路 

 

そして、1978 年 6 月 1 日、アメリカのカータ

ー大統領とパナマのトリホス将軍との間で、新

運河条約が調印された。そして、トリホス将軍

の独自の社会主義は高く評価されることになっ

た。パナマの歴史は、この様にパナマ地峡とい

う特殊な地理的優位性を巡って様々な国家の思

惑が働いてきた。スペイン人たちは、南米支配

のための基地として考え、アメリカは戦略的ニ

ーズとしての位置づけを重視してきた。今後も

世界の視線はパナマと言う中南米にかかる橋の

役割をどのように注目していくことだろ

う・・・？ 

 

図 4 パナマ運河周辺地図 

 

4． CANAL DE PANAMA 

4.1 パナマ運河の歴史的背景 

1513 年、バスコ・ヌニュス・デ・バルボアが

パナマ地峡を横断して太平洋を発見した後、ス

ペインのチャールズ五世は 1524 年に運河建設

の調査を命じている。これはメキシコ文明を征

服したエルナンド・コルテスによる提唱であっ

た。 

その後、1799 年から 1804 年の間に中南米を

探査したアレグ・サンダー・フォン・フンボル

トによって、再び運河について可能性があると

提唱し直されている。この後、あのフェルナン

ド・デ・レセップスの登場になるのですが、紙

幅の都合からパナマ運河の詳細についてはイン

ターネットに数々の情報が掲載されています。 

また、参考文献として「パナマ運河」（その水

に影を写した人々）山口廣治著～中公新書をお
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読み下さい。 

最後に３名のパナマ人とアメリカ・CIA が絡

んだラテンアメリカらしい事件について書きま

す。 

 

4.2 ３名の登場人物 

(1) マヌエル・アントニオ・ノリエガ・モレノ

（Manuel Antonio Noriega Moreno） 

1934 年 2 月 11 日にパナマで生まれ（ペルー

生まれの説もあり）、パナマ大学を卒業後にペル

ーに留学した。帰国後、国家警察隊に入隊し、

パナマの米州学校で訓練を受け、パナマの軍人

となり、政治家となった。1983 年から 1989 年

までの間は独裁者として君臨した最高司令官

（将軍）である。 

日本の報道では、ノリエガ将軍の通称で呼ば

れた。（創価学会の信者、池田大作、小沢一郎の

親友） 

 

 

(2) オマール・エフライン・トリホス・エレー

ラ（Omar Efrain Torrijos Errera） 

1929 年 2 月 13 日にパナマ（べラグアス県サ

ンチャゴ生まれ）教師の家庭に生まれる。幼少

期に母親が米兵にぞんざいに扱われるのを目に

する。エルサルバドル、アメリカ合衆国、ベネ

ズェラの軍人学校で英才教育を受けたのち

1952 年に国家防衛隊に入隊し、反体制派の弾圧

に辣腕を振るうようになる。1968 年のクーデタ

ーに加わり、最高司令官となり全軍を掌握する。 

（注．トリホス将軍の事を詳しく知りたい方は文献『ト

リホス将軍の死』グレアム・グリーン著～早川書房、1985

年をお読み下さい。） 

 

 

 

(3) ウーゴ・スパダフォラ（Ugo Spadafora） 

パナマ（エレーラ県チトレ生まれ）イタリア

系、名門の出身でイタリアのボローニャ大学を

卒業後、アフリカのフランス領ギニアで自由の

闘士として活躍した後、ニカラグアのサンディ

二スタ革命には義勇軍を率いて加わっていた。 

その後は、コマンダンテ・ゼロ（ゼロの司令

官）として有名なエデン・パストラと共に反サ

ンディ二スタゲリラにも加わり、ゲバラのよう

な革命冒険児でカリスマ的存在だった。（ノリエ

ガの政敵） 

 

5． HISTRIA（実話）「したたかなノリエガ将軍」 

パナマの歴史（2）でも触れたが、1914 年に

「パナマ運河」が完成後、運河条約にはパナマ

の主権には明確に触れておらず、私がパナマへ

赴任時も運河はアメリカ合衆国の管理下にあり、

運河両域 5km はアメリカ領土で、中南米最大の

アメリカ軍が駐留し、中米及び南米に対する監

視を行っていた。 

このようなアメリカのパナマ政策に対し、パ

ナマのナショナリズムも次第に高揚し始め、

1968 年にオマール・トリホス・エレーラ国家警

察軍司令官がクーデターを起こして政権を掌握

してから、パナマは軍事色が強まった。 

その一方で、チリキ、ロス・サントス県のい

わゆるイスパノ・インディオ地方出身の富裕階

級の政治家の勢力が弱まった。国家警察軍
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（Guardia Nacional）は有力な政治勢力のひと

つで、1981 年 7 月末にトリホス将軍が突然の事

故で亡くなってからは☆1、フローレンシオ・フ

ローレンス大佐、ルベン・ダリオ・パレーデス

将軍、そしてマヌエル・アントニオ・ノリエガ

将軍が軍を掌握してきた。この頃のパナマの政

治動向は全て国家警察軍次第であったというこ

とができよう。 

1968年のクーデターは当初ボリス・マルチネ

ス大佐が挙行し、数日後にトリホス将軍が実権

を掌握した。 

革命前のトリホスはメキシコに亡命中であり、

夜間にチリキ県ダビット市の飛行場に闇にまぎ

れて帰国したといわれている。その頃はダビッ

トの飛行場には照明設備がなく、トリホスの腹

心の部下たちの照らす車のライトの中で着陸し

たのである。 

その時、必死になってトリホス将軍を迎え入

れた部下のひとりがマヌエル・アントニオ・ノ

リエガである。トリホス将軍のナンバー5 の部

下であったノリエガはルベン・ダリオ・パレー

デス将軍、フローレンシオ・フォローレンス大

佐などのライバルを押しのけ全ての実権を握る

ようになった。 

ノリエガはトリホス将軍の政治思想にかなり

影響をうけ、イスラエル軍と親しく、過去に 5

回訪問している。また、過去 13 年間にわたり国

家警察本部 G-2（秘密情報）の長として、いわ

ばパナマの情報面を取り仕切っていたことから、

彼は軍の第一の実力者として君臨してきた。パ

レーデス将軍は 1984 年の大統領選挙に出馬し

たものの国民の支持は全く得られず、ノリエガ

将軍の押すバルディタ候補に完全に敗れてしま

った。その後は、最大の政敵ウーゴ・スパダフ

ォラが大きく浮かび上がってきたが、1985 年 9

月にコスタ・リカとの国境で元厚生次官のウー

ゴ・スパダフォラの首なし拷問死体が発見され

た☆2。 

1983年以来、マヌエル・アントニオ・ノリエ

ガ最高司令官（将軍）はパナマにおける事実上

の最高実力者となっていた。しかし、ノリエガ

体制のパナマは、非民主的な政治体制が原因で

中南米でも孤立していた。そのような状況のパ

ナマに 1986年 2月に私が JICA専門家としてパ

ナマに赴任した。ノリエガ将軍に関しての情報

は、アメリカ CIAとの関係、麻薬取引、創価学

会との関係などあるが、あとはインターネット

におまかせして、ここで「したたかなノリエガ

将軍」の一幕を終えることにする。 

 

☆1 トリホス将軍の事故死 

1981年7月、トリホス将軍のデハビランド機、

コクレシトへの移動のためペノノメを離陸し、

離陸の 10 分後に山間部に墜落してトリホスは

謎の死亡をとげる。離陸直前に何者かが飛行機

に細工したとの噂があり、秘密警察長官のマヌ

エル・アントニオ・ノリエガ・モレノ大佐が関

与したと噂されるが、原因はいまだに不明であ

る。フォレンシオ・フロレス・アギラール大佐

が後継の国家警察司令官に就任した。 

同年 12 月、スパダフォラ、「ラ・プレンサ」

紙でノリエガと G2 が政治家を脅迫して思いの

まま動かしていると非難。 

 

☆2 ウーゴ・スパダフォラの首なし拷問死体 

 

PANAMENO :En demanda de una repuesta de parte 
del Presidente Del Valle en relacion a la solicitud de 
Nombramiento de una comision especial 
investigadora, estamos encadenados por un lapso de 
72 horas prorogables, al asta de la Bandera de la 
Nuciatura apostolica. 

Acompanenos en nuestra vigilia 
EXIGIMOS JUSTICIA. 

Guido y Carmenza Spadafora 

図 4 首なし死体で発見されたウーゴ・スパラフォラ氏

追悼のチラシ 
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「ラ・プレンサ」紙でのノリエガ非難に続き、

1984 年にもスパダフォラはノリエガを国際的

な麻薬密売人と非難し、さらにトリホス事故死

に関与していたと非難した。1985 年 9月に、ノ

リエガを批判し続けたスパダフォラがコスタ・

リカ国境地帯で首なし死体となって発見された。 

首の切断は、その筋においては、裏切り者へ

の復讐の際の常套手段である。 

ノリエガは事件の関与を否定するが、当局の

捜査は拒否し、メディアや野党指導者はいっせ

いに犯人の調査と厳罰を要求し、さらに市民も

真相究明を要求し、集会やデモが展開され、ノ

リエガは一時スイスへ避難・・・。 

 

6．あとがき 

6.1 パナマ文書 

2016年度、HIC 会報誌「飛翔」への原稿依頼

を受け、何か書かなくては・・・とテーマを模

索していたところ、マスコミ等でパナマ文書が

話題になり、パナマ経験者として「書かなくて

は！」と投稿の決断をしました。 

私がパナマ滞在中には、マネーロンダリング、

マネーウオッシュアウトなどの言葉はよく耳に

していました。 

パナマ文書に関して詳しくは解りませんが、

今回パナマの歴史を紐解いていくと、パナマは

過去にスペインに金銀財宝の運搬ルートとして

利用され、その後もパナマ運河建設からアメリ

カに半植民地化され、「パナマ文書」はパナマを

利用した者たちへのリベンジといったところで

しょうか（私見）。 

 

6.2 パナマの展望 

世界の海上貨物輸送量は世界経済の成長率と

同調する形で発展してきました。1995 年の 50

億トンから、2005 年には 74 億トン強、13 年に

は 99 億トン強へと年平均 4%近い成長率を保っ

てきました。 

世界の主要運河であるパナマ運河やスエズ運

河も、その通航貨物量の動きは、世界海上貨物

量の動きを反映しており、輸送ルートとして相

互競合関係を強めています。海面式運河のスエ

ズは、より大型船「スエズ・マックス」が航行

でき、通航貨物量は順調に増大しています。 

他方、閘門サイズが制約となるパナマ運河の

通航量は減少しています。このため、建設中の

パナマ拡張運河（第三閘門運河）は 2016 年初め

に完成する予定だが、通航料の引き上げにより

別ルートに迂回し始めた貨物を再度取り戻すこ

とができるのか注目されています。 

また、パナマ運河の競合輸送ルートとしては

スエズ運河以外に、アジア→米国西岸→米東岸

向けインターモダル（トラック、鉄道等）輸送、

アジア→メキシコ太平洋→米東向けインターモ

ダル輸送等もあります。特に、最近のメキシコ

太平洋岸のラサロカルデナス港やマンサニージ

ョ港での港湾再開発計画や米国南東地域を結ぶ

鉄道輸送網の整備の進展は、東アジアから米国

南東部向けの貨物輸送ルートとして急浮上する

可能性があります。更に、中国企業が出資する

「ニカラグア運河」建設が本年度 12 月に開始さ

れます。その他にも「中米ドライ・カナル計画」、

「北極海ルート」も競合・代替ルートとして名

乗りを上げようとしています。こういった厳し

い状況をパナマは何とか乗り越え、「南北アメリ

カのハブ」になることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅澤 康（うめざわ こう） 

 

NPO 北海道インターナショナル協議会 

理事 

青年海外協力隊 OB・派遣国：ガーナ 

JICA 専門家派遣国：パナマ 

E-mail：nana-kojo-ko@castle.ocn.ne.jp  
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雑感「どこか遠くへ生きた～い」その１ 

大道 雅之 

1．旅の準備 

60才を過ぎて行ったことのない外国を旅して

みたくなった。昔は「人生 50 年化転のうちにく

らぶれば、夢幻のごとくなり。ひとたび生を受

けて、滅せぬ者のあるべしや。」とか。そうする

と私の人生も先が見えている気がしてくる。ま

だ歩けるうちに旅をしたいとの欲求が強くわき

上がったのである。 

妻と話をして、まず、最初は言葉の壁がない

スペインがいいのではないかとなった。スペイ

ン語会話なら中米なまりはあるけれど、何とか

なると考えたのである。早速、旅行会社のホー

ムページで安い航空券を探すことになったが、

私の都合のつく日が 8 月下旬しかない。日本で

は夏休みのまっただ中、残念ながら格安航空券

とまではいかないが、それなりの安い航空券を

確保した。宿泊はホテルではなく「HOSTAL」

（個人が営む民宿のようなもの）にして「地球

の歩き方」で適当の所を探すこととした。メー

ルを出して希望の日時や部屋のことなど申し込

んだ。かなり余裕を見て 3 カ月前に申し込みを

したが、有名な HOSTAL はもう満杯であった。

日本からだけではなくヨーロッパ中の国から旅

行者が利用しているようであった。 

また、スペイン国中を回るのではなく、今回

はマドリードとバルセロナに絞った。 

さて、どこどこの有名な観光地、寺院を回る

か、旅は出発する前が楽しいのである。マドリ

ードに 4 泊し、その後バルセロナにスペインの

新幹線で移動し 2 泊、マドリードに帰って 2 泊

の8泊10日の計画が出来た。さあ、出国である。 

 

2．マドリードの最初の食事 

2015年 8 月 25 日（木）新千歳空港 8:00 発の

JAL で成田に飛び、成田国際空港 10:00 発のフ

ィンランド航空の便に乗る。免税店で 10 日分の

たばこを買うことは忘れない。ヨーロッパは室

内禁煙が厳密に実施されていることは「地球の

歩き方」で知識としては仕入れたが、禁煙がど

れだけ続くものかは不安であった。 

フィンランドのヘルシンキ空港に現地時間の

午後 4 時過ぎにつく。入国審査が厳しい、2 回

も審査を受ける。これはユーロ圏に入国するた

めで、その後の審査はないのである。ヘルシン

キ空港では多くの日本人旅行者を見かけた。若

者もいたが、高齢者の旅行者が多いのに驚く。

まず最初に喫煙所があるかないかを係員に聞く。

そうすると何と空港内にあるではないか。12 時

間ぶりのたばこを吸いにいく。多くの外国人が

たばこを吸っている。その後、4 時間のフライ

トでマドリードに着く。入国審査は一切なく、

そのまま空港の外へ出る。現地時間で夜の 9 時

なのにまだ明るい。マドリードの空港内には喫

煙所はなく、がっかりしていると空港を出たと

ころに喫煙場所があちこちにある。これが室内

全面禁煙の世界であることを理解する。 

空港からマドリードにはタクシーで行く。 

まずは、HOSTAL に入り、荷物を置いて、食

事に出る。盲 10 時になろうとしているのに人が

多く出ている。一番近いレストランでまずはビ

ールを一杯。つづく・・・・ 

 

 

 

 

 

 

大道 雅之（おおみち まさゆき） 

技術士（農業部門） 

 

 

拓殖大学北海道短期大学 

教授（環境農学コース長】 

E-mail：omichi@takushoku-hc.ac.jp> 
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サモア便り 

宮下 妙子 

1．サモアにいます！ 

昨年の 7月から JICAのシニアボランティア

として、サモアに来ています。保健省の水質課

に所属して、飲料水の水質モニタリングの改善

のための指導にあたっています。1年間の任期

なので、今年の 7月初めには帰国するので、報

告書作りにかかっているところです。 

 

2．サモアの国って？ 

サモアは、南太平洋のポリネシアンの島国で、

フィジーより若干北東、日付変更線の近くに位

置しています。何と、2011 年 12 月 29 日をも

って日付変更線の東側から西側に移行し、世界

で一番最後に日の入りを迎える国として知ら

れていたのが、日の出が最も早い国の一つとな

りました。第一次世界大戦後から 1962 年に独

立するまで、ニュージーランドに統治されてい

たこともあり、今でもニュージーランドとのつ

ながりが強いためです。おかげで私も、今年は、

一番早く新年を迎えましたよ。 

サモアの総人口約 19 万人で、札幌市の 10分

の 1、面積は鳥取県より若干小さい位です。サ

モアには、ウポル島とサバイ島という 2 つの大

きな島と小さな 8つの島々があります。ウポル

島がサモアの中心になる島で、人口のほぼ 4分

の 3 がこの島に住んでいます。島の北部中央に

首都アピアがあります。 

 

3．アピアの街 

3 年前に同じ南太平洋にあるソロモンに行っ

ていたので、どうしてもソロモンと比較してし

まいますが、こちらに来てまず感じたのは、街

が案外ときれいで、生活もモダンだということ

でした。路上にゴミ箱が設置されていて、ゴミ

が散乱していない。トラックを改造したカラフ

ルでかわいらしいバスが走っている。信号も横

断歩道も、映画館もあります。映画は、吹き替

えや字幕をつけたりする手間がいらないので、

日本より早く封切り映画を見ることができる

んです。テレビ局だってあるんです。ダンスシ

ョー、スポーツイベント等の皆で盛り上がれる

イベントがあり、テレビ局がそれを放映、身近

な人が画面に映り、翌日その話題でまた盛り上

がるという、小さな国ならではの面白さがあり

ます。 

 

 

写真 1 路上のゴミ箱 

 

 

写真 2 カラフルなバス 

 

4．サモアの民族衣装 

サモア人は、ハワイと同じポリネシア人で、

顔色は日本人よりも黒いですが、黒髪なので、

日本人にとっては馴染みやすいです。そして、
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ソロモンと違って民族衣装があるのが、私にと

っては、うれしいことでした。 

女性の民族衣装はプレタシといって、ロング

のツーピース、上着は半袖、下はラバラバとい

う腰巻みたいなものを巻きます。オフィシャル

の場はそれを着ていればよいので、こちらに来

てもう何着も作りました。保健省では、月曜日

は青、水曜日は赤、金曜日は紫を着ることにな

っているし、教会に行く時は、白いプレタシが

必要です。 

男性は、上着はかりゆしウエアタイプのシャ

ツ、下はイエラバといって膝丈のスカートをは

いています。最初は、男性がスカートをはいて

いることに違和感を覚えましたが、慣れてくる

と勇壮な感じに見えてくるから不思議です。 

 

 

写真 3 サモアの民族衣装 

 

5．サモアの治安 

サモアの治安はとてもいいのです。それは、

村に、絶対的な権力を持つマタイ（家長、族長）

がいて、悪いことをすると、マタイに罰せられ

るからです。治安は良いのですが、犬が徘徊し

て、人に咬みつくということが、生活する上で

の心配の種です。何人もの隊員が犬に咬まれて

います。狂犬病の恐れはないということですが、

やはり咬まれるとね・・・。 

 

6．大人は太い 

マタイのいる村では、食事はまず、お客さん

とマタイが食べ、若者や子供は食事を運んだり、

蠅を追ったりして最後に食べるそうです。それ

で、子供はとても細いのですが、大人は、太い、

太い、太い。特に女性の太り方が半端ではない。

100 ㎏超えが普通です。痩せているのは、病人

か貧乏人で、旦那に甲斐性がないと思われるそ

うです。お腹がポコンと出ていて、妊娠中なの

かどうか判断がつきません。私も、同期の隊員

の女マタイと呼ばれていますが、サモアの女性

には、とても、とても敵いません。 

 

7．保健省の生活 

保健省では、月、水、金の午後 4 時半から、

エクササイズということで、30 分間ズンバと

いうダンスをやってます。同じ水質課の小錦タ

イプのミリさん（ミリさんというよりはトンさ

んとでも呼んだ方がいいスケール！）が 4時半

に近くなると、「TAEKO～、エクササイズに行

くよ！」と声をかけてくれるのですが、はげし

いダンスなのでゼイゼイしながらやっている

ミリさんをみると、かえって身体に悪いのでは

と心配してしまいます。何せ、立ち上がるだけ

で、足がつったと言っている人なので・・・。 

 

 

写真 4 ズンバを踊る職員 

 

男の子ばかりで女の子が生まれなかったら、

男の子を女の子として育てる風習があるとか

で、おカマ（こちらでは、ファファヒネといい

ます。）が異常に多い国です。「ファファヒネを

見ても特別な目でみないで下さい。」と、言わ

れています。保健省にも、100 人位いる職員の
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うち、１割位ファファヒネがいて、特別な存在

ではないようです。 

 

 

写真 5 右側が今年のファファヒネクィーン 

 

9 月には、英国連邦の国の若者たちが集まっ

て、オリンピックのようなものが開かれました。

開会式の総合練習を見せてもらったり、食べ物

の出店が出ていたので、食品衛生監視員の真似

事をして手伝いました。閉会式の花火は結構盛

大なものでしたよ。 

 

 

写真 6 ユースゲームの開会式練習 

 

11 月中旬は、健康週間だったので、アメリカ

ンサモアとの健康に関するフォーラムがあっ

たり、運動会があったりしました。運動会で一

番傑作だったのは、座ったままでするバレーボ

ールでした。これが、結構ラリーが続くんです

よ。太ったサモア人らしい競技です。 

 

写真 7 傑作だった座式バレーボール 

 

保健省では、年末に Ball というものがあっ

て、招待状をもらいました。「Ball って、バレ

ーボールのことなの？それとも、ソフトボー

ル？」と聞いたら、冗談で、「サッカーボール！」

という答えが返ってきましたが、辞書で調べて

みたら、“舞踏会”とありました。招待状には、

ドレスコードがフォーマルになっていて、ダイ

ヤモンド等でキラキラ飾ってきてくださいと

のこと。「プレタシを着ていけばいいの？」と

聞いてみましたが、「いや、ドレスだ。」という

ので、しかたがないので、水色の生地でロング

のツーピースを作って、着ていきました。皆、

着飾ってきましたよ！ ただ、キラキラは、ダ

イヤモンドばかりでなく、クリスマスツリーに

飾るような電飾で飾っていた人もいました。舞

踏会といってもワルツではなく、アップテンポ

なもので、真夜中まで踊り狂っていました。 

 

8．サモアの雨 

11 月から 4月は、雨季で、たまに強烈に雨

が降ることがあります。11 月末にサイクロンが

近づいて、3日間すごい雨が続きました。リュ

ックの外側のポケットに入れていた携帯電話

が雨で濡れて故障してしまい、JICA からの緊

急連絡も受けることができずに、大変な目にあ

いました。 

でも、そんなすごい雨が降っても、ソロモン

のように、道路が泥んこ道になることがありま

せん。不思議なものです。排水路が整備されて
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いることもあるかもしれませんが、多分、土壌

の浸透性が高いのでしょう。サニタリー担当者

に聞いたところ、アピア市内の生活排水を処理

する小さな下水処理場があるそうです。でも、

下水処理場に行っている排水はほんの一部で、

下水処理場に繋がっていない家庭のし尿は、セ

プティックタンク（腐敗漕）方式で、コンクリ

ート製なので、汚水が地下に漏れ出ているのが

問題だそうです。水はけがいいので、家庭排水

による地下水汚染については、むしろサモアの

方が危険度が高いかもしれません。 

 

9．サモアの水道事情 

サモアの水道は、首都のアピア市内は、緩速

濾過方式、地方はコンパクトな急速ろ過方式、

この他に地下水を汲み上げているところ、渓流

の水を無処理で引いているところなど、様々で

す。 

前3者は、サモア水道公社が管理しているし、

沖縄水道のプロジェクトが入っているので、私

の所属する保健省としては、水道公社の管理監

督をきちんとしていけばいいと思っているの

で、私はむしろ、それに属さない渓流の水を引

っ張っただけの小さい村落の水質の方を心配

しています。でも、そこは、村落独自で管理し

ているのかと思いきや、一応、IWSA

（Independent Water Scheme Association）と

いう所が管理しているというのです。サモアっ

て案外、組織はしっかり作っているようです。

といっても、IWSAの実態は、職員は 2人、プ

ラスオーストラリアのボランティアが１人と

いう小所帯ですが・・・。なんと、そのオース

トラリアのボランティアは、北大の渡辺先生の

下で学位をとったそうです。ただし、先生の若

かりし頃、バンコクのアジア工科大学でとのこ

とです。 

渓流の水を水源にしていて無処理なため、細

菌類が検出されるので、水質改善のために実験

的に数軒の家庭にろ過器とUV消毒器をセット

しています。私としては、実験的には成功する

かもしれないけど、全戸に設置するのは、設置

したとしても維持管理していくのが難しいと

思っています。地下水に切り替えられないかと

聞いたのですが、ポンプに使う電気代が高いの

でと言っていました。確かに電気代は高い国で

すが、それよりも、あの土壌の浸透力が高いの

をみると、あまり地下に水が溜まらないのかも

しれません。私としては、雨の多い国なので、

もう少し雨水の利用を考えた方がいいのでは

と思っています。ソロモンよりはるかに、雨水

の貯留タンクが見当たりません。 

 

 

写真 8 家庭での浄水処理試験 

 

 

写真 9 急速ろ過方式の浄水場にて 

 

10．サモアの人の優先順位 

こちらの人の優先順位は、まず家族、教会、

最後に仕事という順番なので、仕事の方は、少

し動き始めたものの、思うように進みません。 

子守のメイドさんが休んだと言っては子連

れで職場に来る、来るんならまだいいけど、来
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るんだか来ないんだかもわからない、誰に聞い

ても「さあ～。」という感じで、要領を得ない。 

前々からやりたいと言っていた日本の水環

境についてのプレゼンテーションも延ばし延

ばしになっています。 

そして、12 月に入ったら、みんなの気分は

もうクリスマスモードになってしまいました。

私の方は、12 月中にやっておきたいことがあ

ったのに、「仕事するの～？クリスマスなの

に！」と言われて、イライラしてしまいました。

他のボランティアの方から、「怒鳴りたくなっ

ても、6秒間待って！ 6 秒待つと気持ちがおさ

まって来るから。」と、教わりました。 

仕事の方はそんな調子なのに、11 月うちから、

毎日、3時から 5 時まで 2 時間も、クリスマス

に向けて歌の練習をしていました。普段から教

会で歌を歌っているし、あの体格なので身体の

中で共鳴するのか、とてもきれいなハーモニー

です。12月 20 日に教会で歌うのがテレビ放映

されました。13 曲、振り付きで歌っていまし

た。私も１回、練習に参加しましたが、2時間

立ちっぱなしはつらかった。歌は口パクでもい

いけど、振り付きの方はごまかしがきかないの

で、ちょうどその日、JICA 関係のおばさんグ

ループで、リゾートに行くのに誘われたのが幸

い、参加できないこともあって、練習もさぼっ

ていました。 

クリスマスには、職場の女性に誘われて、教

会に行ってきました。クリスマスらしいイベン

トでもあるのかなと思いきや、日がながい一日、

バレーボールをしているだけ。午後の 4 時位に

なって、これから海水浴に行くというので、も

う付き合い切れないと思って帰ってきました。 

こんな調子なので、この国の人たちは、スト

レスによるメンタルの病気の心配なんて関係

なさそうで、幸せな国です。 

皆さんも、一度来てみて！ 

 

写真 10 サモアの子供たち 

 

 

写真 11 クリスマスは一日中バレーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮下 妙子（みやした たえこ） 

技術士（上下水道） 

 

JICA シニアボランティア 

JICA 派遣国：サモア 

E-mail：taeko.miyashita@jcom.home.ne.jp  
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国際協力は北海道の文化になるのか 

～JICA 北海道 20 年目の新たなチャレンジ～ 

友成 晋也 

3 月 23日に道新ホールで開催した「国際協力

スポーツフォーラム」。北海道日本ハムファイタ

ーズと JICA 北海道の初のコラボ企画でした。

スポーツを前面に出した JICA のイベントは全

国的にも珍しく、さまざまなところから大きな

反響がありました。結果は北海道新聞 4 月 7 日

付朝刊にて全面掲載されています。 

また、JICA 北海道のホームページに、当日の

様子をコンパクトに編集した動画をアップして

おりますので、ご覧になっていない方は、ぜひ

ご一瞥いただければと思います。 

 

 
写真 1 国際協力スポーツフォーラム第一部、 

木田優夫 GM補佐を囲んでトークショー 

 

さて、このイベントの裏話をひとつ。 

日本ハムファイターズのGM 補佐、木田優夫

さんをお招きしたトークショーがウリとなり、

耳目を集めた結果、多くの反響を得て、幅広く

国際協力を発信できた成功事例となりました。 

しかし、イベント半年前の当初企画されてい

たのは、Qちゃんこと高橋尚子さんのトークシ

ョーでした。オリンピックシドニー金メダリス

トである Q ちゃんは、JICA のオフィシャルサ

ポーターでもあります。国民栄誉賞を受賞した

知名度抜群の Q ちゃんの協力を得られたら、広

報イベントは注目集めること間違いなし！ 

実は、高話尚子さんが JICAのサポーターに

なったのは、私が東京の JICA 本部で広報課長

を務めていた 2010年の話。口説いて就任しても

らった関係で、いまだにご本人や事務所の社長

さんとは懇意にしており、スケジュールが調整

つけばぜひイベントに参加したい、と言っても

らいました。 

ところが、なにせ全国から声がかかり忙しい

Q ちゃん。半年後の 3月に調整できるスケジュ

ールはすでに残りわずかに 4 日。そのうち、す

でに 3 日は予定がほぼ決定という状態でした。 

そして、あえなくすべての予定が先に埋まっ

てしまい、がっくり打ちひしがれていた時、広

報・イベントの担当者に、「国際協力が縁遠い北

海道では、スポーツの切り口が受け入れられや

すい。気持ちを切り替えて、Q ちゃんに負けな

いスポーツ界の大物を呼びましょう！」とハッ

パをかけられました。日頃、イベントやる以上、

ベストを尽くせ、と言っている自分が部下にカ

ツを入れられた形。 

よし！と奮い立ち、自分の持っているネット

ワークから日本ハムファイターズの幹部にたど

り着き、幸いにも最良の結果となりました。 

 

そして、ここからが本題です。このファイタ

ーズコラボ企画の冠タイトルは「JICA北海道設

立 20 周年記念イベント」。1996 年に設立された

JICA 北海道は、今年 20 年目を迎えるため、20

周年記念キャンペーンを展開しています。その

目的は、北海道の中で、JICA の認知度を高め、

国際協力の意義や参画を増やしていくこと。 

そして、その遥か先には、「国際協力が北海道

の文化になること」が目標としてあります。 

少子高齢化が先進的に進む北海道が、将来に
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わたって発展してゆくためには、人口や経済規

模が縮小化する日本から外にも目を向けていか

なければなりません。 

おりしも JICAは、開発途上国の発展と日本

の地方の発展のWin-Win を目指し、地方創生に

貢献することが組織の方針となり、JICA 北海道

もさまざまな取り組みをすでに始めています。 

昨年は、地域振興・産業振興に関する調査を

実施し、道内の多くの市町村と対話をしてまい

りました。 

また、研修員受け入れ事業を通じ、道内自治

体の観光振興計画や地盤産業の育成に研修員の

意見を反映していただいたり、草の根技術協力

や中小企業支援などのスキームを使って、自治

体や海外企業との海外展開もサポートしていま

す。 

こうした動きに加え、日ハムとのコラボ企画

のようなイベントによる広報を、今年は積極的

に展開していく方針です。 

20 周年キャンペーンでは、これまでの北海道

内関係者への感謝の気持ちとともに、こうした

地方創生、地域振興に貢献する JICAをアピー

ルしていくこととしています。 

そして、地方創生への貢献のひとつの形に、

グローバル人材の育成があります。 

いわゆる開発教育、あるいは国際理解教育を

支援する形で、JICAはこれまで様々な形で貢献

してきました。 

出前講座への対応や開発教育セミナー、開発

途上国への海外教師派遣など、主に人材育成の

支援につながる事業です。 

北海道が活気ある地域となるためには、イン

バウンドの外国人観光客への対応のみならず、

外に打ってでていくことが必要です。グローバ

ルな感覚を身につけた人材を育てていくことは、

これからの時代は必要不可欠です。青年海外協

力隊の経験者の採用希望が以前の 3倍にもなっ

ているのは、そうした時代の背景を表している

といえるでしょう。 

実際に、北海道庁の方針は、地方創生総合戦

略の中で、国際社会に打って出る発信機能を強

化することを謳っており、グローバル人材育成

を急務として、平成 31年までに「すべての公立

高校」が国際理解教育を行うことを数値目標に

掲げています。 

そこで、JICA 北海道は、この機会に、国際理

解教育/開発教育の質量の拡充を図っていくこ

とと致しました。 

具体的には、現在のロビーや図書室、廊下や

レストランなどのスペースを有効活用し、魅力

的な学習用展示物を配置して、より一層学べる

施設とし、小、中、高校を中心に「来て学べる

施設」への衣替えを目指します。 

 

 

写真 2 JICA研究所内「地球ひろば」 

 

センター訪問学習を通じた次代を担う子供た

ちのグローバル人材育成。単なる展示品の拡充

だけでなく、ワークショップや国際協力の経験

者の講義など、ソフト面も充実させていく予定

ですので、従来にも増して、みなさんのご理解、

ご支援をよろしくお願いします。 

そして、いつか国際協力を北海道の文化に！ 

 

友成 晋也（ともなり しんや） 

 

 

 

JICA 北海道国際センター（札幌） 

次 長 

JICA 派遣国：ガーナ、タンザニア 

E-mail：Tomonari.Shinya@jica.go.jp  
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ガーナで考えた支援の難しさ 

住吉 央 

ガーナ共和国から2016年3月に帰国し、JICA

北海道国際センター市民参加協力課に配属とな

りました。 

生まれは札幌です。JICA に入団後も、2003

年から 2年間、帯広で勤務しましたので、2回

目の北海道国際センターでの勤務となります。 

これまで、青年海外協力隊員としてアフリカ

のザンビア、そして事務所員としてエティオピ

アとガーナで勤務しました。今後、皆様にはい

ろいろとご支援ご指導をいただくことになりま

すが、よろしくお願いいたします。 

この機会をいただきましたので、ガーナのこ

とについて、少し書かせていただきたいと思い

ます。 

ガーナは、アフリカの国の中でも、日本人に

名前が知られている国の一つであると思います。 

千円札の肖像画となっている野口英世博士が、

ガーナに滞在し、黄熱病の研究を行い、亡くな

った地はガーナです。また、赤いパッケージの

チョコレートに「ガーナ」が使われていること

から、名前は聞いたことがあるという方が多い

と思います。 

ガーナにおけるチョコレートの原料となるカ

カオ豆の生産は、世界第 2位の生産量であり、

ガーナの主な外貨収入源となっています。日本

に輸入されるカカオ豆の約75％はガーナから輸

入されています。日本にとってはかなりの割合

を占めているのですが、ガーナにとって生産量

に占める日本への輸出量は、全体の約 3％程度

しかありません。日本にとって、チョコレート

の生産のために、ガーナは重要な国となってい

ます。 

このカカオ豆は、大規模なプランテーション

ではなく、小さな個人農園で生産されるのが、

ガーナでは一般的になっています。 

農園では、人手が必要となるため、子供達も

重要な労働力とされてきました（一部は、人身

売買のような形で連れてこられた子供達もいま

した）。この状況に対し、2000 年代中頃から欧

米報道機関を中心に、「子供達の犠牲の上にチ

ョコレートを食べることができる」という報道

がされ、国際的に注目されました。ガーナ政府

は、国連機関、二国間援助機関やNGO 等の協

力を得て、政府内に対策委員会を設立させ、「カ

カオ栽培における子供達の労働」をほぼ撤廃さ

せることができました。 

この努力により、現在、ガーナにおける子供

達の「カカオ農園における労働」は、ほぼなく

なりました。ただ、「子供の労働」はなくなる

ことはなく、違法な金採掘や漁業等、人の目が

届かないところで、子供の労働が続いていると

のことです。 

根本的な問題を考えて、支援策を進めること

の重要性を改めて考えさせられました。 

 

 

写真 ガーナのカカオです。 

 

 

住吉 央（すみよし ひろし） 

 

 
 
JICA 北海道国際センター（札幌） 

市民参加協力課 課長 

JICA 派遣国：ガーナ共和国 

E-mail：Sumiyoshi.Hiroshi@jica.go.jp  

 



HIC会報誌「飛翔」3 号（2015） 

 

40 

 

今、青年研修が熱い 

瀧澤 征彦 

青年研修は、1983 年、中曽根康弘首相（当

時）が、日本と ASEAN の友好と協力をより強

固にするため、2000 年までに ASEAN 諸国の

青年 1 万人を日本に招へいする「21 世紀のた

めの友情計画」を提唱し、この計画に基づき「青

年招へい事業（現「青年研修」）が開始された、

という経緯があります。おかげさまで、青年研

修は2015年に30周年を迎えることができまし

た。その間、対象国が ASEAN以外にも広がり

現在に至っています。あまり知られていないで

すが、青年研修の OB には、中国の李克強（り・

こくきょう）首相など、各国の政府高官として

活躍している方も多くいらっしゃいます。 

近年、当センター（札幌）が所管する青年研

修は、5 コースから 7 コース程度となっており、

北海道インターナショナル協議会（HIC）をは

じめとして青年研修の実施を担っていただい

ている北海道の各団体の創意工夫のおかげで、

北海道の特徴を活かした研修員の満足度が高

い研修コースが展開されています。2016 年度

は昨年度から 2コース増えて 7コースの実施を

予定しています。昨年度に引き続き、HICにお

かれては、インドネシアの中小企業振興コース

を実施していただく予定です。すでに、HIC と

JICA との間では、昨年度の研修員からのフィ

ードバック等を踏まえて、いくつかの改善を加

えたプログラムを検討中です。 

第一に、研修は通常、来日・帰国日をあわせ

て 18 日間、技術研修については 13 日間となっ

ていますが、昨年度の研修員からの「どの講

義・視察も有意義であり、もっと学びたい。研

修期間をもう少し長くしてほしい。」という要

望を踏まえて、2016 年度は、全 25 日のコース

とする予定です。青年研修は、研修員とともに

受入をしてくださる団体や地域の方々からも

「若く感性に富んだ研修員と過ごした時間は

有意義だった」という意見が多いので、研修期

間を延ばすことができないだろうか、との当セ

ンターの提案が、JICA 研修事業全体に対する

最近の内外の前向きな見方があるという環境

の下で受け入れられて、研修期間の延長が認め

られたのです。 

第二に、昨年度の研修員からの「もう少しデ

ィスカッションの時間が欲しかった。」という

要望と最近当センターから各団体にお願いし

ている「双方向型の知識共創プログラムとして

の研修」という方向性を踏まえて、HICにおか

れては、双方向型のワークショップの導入を検

討いただいています。人間は、「人から聞いた

ものは忘れるが、自ら見つけたものは必ず活用

する。」動物だと言われますが、双方向型の議

論の中で研修員が見つける発見が、より強いイ

ンパクトと充実感をもたらすはずです。 

第三に、昨年度の研修員から「最後の金川先

生の講義に大いに触発された。研修の最初に先

生のお話を聞きたかった。」とのコメントがあ

りましたが、2016 年度は、金川先生の講義が

最初と最後の２回予定されているようです。 

青年は、情熱を持って事に当たり成果を挙げ

た人生の先輩に強い感銘を受ける、と遠い昔の

自分を思い出しました。技術の習得とともに、

日本での研修という非日常の中で日本の発展

を支えた人物に会って青年が心を揺さぶられ

る。これこそが、青年研修の醍醐味なのだと確

信しています。 

 

瀧澤 征彦（たきざわ まさひこ） 

 

 

 

JICA 北海道国際センター研修業務課 

課長 

JICA 派遣国：フィリピン、ラオス 

E-mail：Takizawa.Masahiko@jica.go.jp  
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「ことばを超える力」 

佐々木準子 

 

2016 年度は、JICA 北海道の設立 20 周年を

迎える節目の年です。HIC の皆様をはじめ、研

修員受入事業に携わって頂いております関係者

の熱意によって、本事業が 20 年という長きに

渡り継続していることに、改めて御礼申し上げ

ます。 

私が JICA 北海道で研修員受入事業に携わり

始めて、今年で 5 年目になります。札幌と帯広

で、年間約 1,000 名の研修員を開発途上国から

受け入れている北海道での研修員受入事業では、

農業や地域開発等の北海道の特性を最大限に活

かしたラインナップとなっており、研修員から

高い評価を得ています。 

北海道人は、よそ者を拒否する排他的ムード

がなく寛容だと言われています。それを裏付け

るように、研修関係者の皆様は、外国人である

研修員を温かく受け入れてくださっており、研

修現場が単なる知見の伝授や意見交換に留まら

ず、国際交流の場でもあることを感じずにはい

られません。 

通常、研修コースには、通訳とファシリテー

ションを行う研修監理員が配置され、日本側の

研修関係者と開発途上国の研修員との間の橋渡

しを担います。 

研修の序盤では、講義や視察はもちろん、何

をするにも研修監理員を介してのコミュニケー

ションが欠かせませんが、研修終盤になると、

研修監理員を介さずとも研修員と研修関係者の

会話が成り立ち、しかも双方が絶対的な信頼関

係で結ばれていることを確認します。 

そういう瞬間に立ち会う度に、共通言語はコ

ミュニケーションを図る上で、最も重要なツー

ルですが、全てではないということを実感しま

す。 

そして、私自身も、似たような実体験をした

ことがあります。 

2008 年からの 3 年間、私は人材育成支援無

償（JDS）事業に携わりました。この事業は、

対象国（開発途上国）の若手行政官を日本の大

学院に留学生として受け入れ、帰国後に、留学

中に得た専門知識を有する人材として活躍する

こと、またひいては両国友好関係の基盤の拡大

と強化に貢献することを目的としています。 

この JDS 事業の現地プロジェクトコーディ

ネーターとして、2008 年からの 1 年はフィリ

ピンに、2009 年からの 2 年はモンゴルに駐在

しました。 

留学経験のない私にとって、英語が公用語の

国、フィリピンに駐在することは、特にハード

ルの高い挑戦でした。駐在前から、NHK の語

学プログラムの聴講や英会話学校の通学を通じ

て英語力の研鑽には努めていたものの、突如フ

ィリピン人スタッフ 2 人に指示をしながら事務

所を切り盛りする立場におかれ、着任後の半年

間は悪戦苦闘の日々でした。 

フィリピン人独特のイントネーションが聞

き取れず、スタッフへ仕事の指示をするにも適

切な単語が出てこず時間がかかり、着任当初は

土日も返上で仕事をしていました。忙しい合間

を縫って息抜きのために通ったコーヒーショッ

プでも、「コーヒーの上に乗せる生クリームを取

り除いて」と注文したにも関わらず、生クリー

ムを通常の 2 倍に増量され、自分の英語はこの

国で通じないのかと落ち込む日々が続きました。 

この状況を打開するため、英会話学校に駆け

込み、「欧米で教育を受けたフィリピン人の講師

で、既存テキストを使用せず、私が持ち込む課

題を解決するためのレッスンをしてほしい」と

交渉しました。レッスンでは、「事業説明会を開

催するのでプレゼンテーションを聞いてほし

い」、「派遣会社に注文をつけたいのだが言い回

しを教えてほしい」といったような翌日の現場

で、すぐに使える表現を伝授してもらったこと

は、私にとって大きな収穫でした。 

それでも、日々の業務を円滑にした最も大き

な要因は、英語力の向上には直結しない事柄で
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した。「完璧な英語に固執しない割り切り」、「相

手の文化を敬う心」この二点が現場で役立ちま

した。 

当初は、正しい文法に基づいた完璧な英語を

目指すあまり、話すことに躊躇し、準備に時間

を要していました。睡眠時間を削って翌日の準

備をする日々に疲れたある日、「文法が少々間違

っていても、相手に言いたいことが通じれば良

い」と割り切って話し始めてから、気持ちも楽

になり、相手と気楽に話せるようになりました。 

また、挨拶等の簡単な場面で現地語を使い、

生活習慣についても質問を投げかけるようにな

ると、相手は「自分の国の文化に興味を持って

くれている」と親近感を持って接してくれ、物

事がスムーズに運びました。 

最初は、私とのコミュニケーションに苦労を

していた事務所のスタッフも、最終的には私に

人生相談を持ちかけるまでになりました。 

その後、赴任したモンゴルでは、英語が通じ

る場所は少なく、モンゴル語を話せない私は、

事務所のスタッフに通訳を頼んで業務を行いま

した。着任当初、一番苦労したのは、モンゴル

語しか話せない公用車の運転手とのコミュニケ

ーションでした。彼は英語を学び、私はモンゴ

ル語を学ぶことを約束し、２つの言語にジェス

チャーを交えながら、日々会話を重ねました。 

相手とコミュニケーションを取りたいと思

い合っている二人が、同じ時間を共に過ごして

いると、お互いの考えていることや次の行動が

徐々に読めるようになるものです。 

 

離任する頃には、彼がモンゴル語、私が日本

語で話していても、不思議なことに、大体何を

言っているかまで分かるようにまでなりました。 

コミュニケーションを取りたいという想い

が強ければ強いほど、どんな小さなサインでも

見逃すまいとアンテナを張り巡らせ、非言語コ

ミュニケーションから互いの言いたいことをど

うにかして読み取ろうとする力が生まれるので

しょう。 

 

世界を舞台として働く職業人にとって、語学

力は生命線ですし、常に研鑽し洗練させていか

ねばなりません。 

一方で、それだけでは、相手の心を動かすこ

とはできません。この人と話したいと思わせる

人間力が欠かせません。両輪がうまく噛みあい、

バランス良く機能してこそ、車は前に進みます。 

そのことを思い知らされた経験は、これから

も続いていく職業人生の礎となりました。 

研修関係者の皆様とも、事業を通じて獲得さ

れた新たな視点や経験について、今後、話をす

る機会があればと願っています。 

 

佐々木 準子（ささき じゅんこ） 
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